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おい　（蒐） 十i／i4i　i3i　20i　i／i　2i　i5i／i　2i／　　　 　　　　　　　斥おいか力漣る（兎屈）w　瞬ノ　　　　　　　　　　　．おいがよ i役／
おい　厩① i－　ii2iノ川　一　iii‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　l　　　　v　　　　v　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　I おし’がる　（え哩）　千二　　　i線！ おいかんだちめ（免上透抑）i沈ノ
おいおヒろふ　（柔裳）　千二 i　i　i2i　i2i　i　i　i　i　i　i／i　 　　　　　　　　　1おいき （先オ～） 　　 　 　i源2　　　　　　　　　　　‘おいぎつね（た狐） 　i矢1
お　し、　く　　づ’1ま　　る　　　（元宅究負）　　千　　二 iiiii／i／iiiiiii’　”　　‘　‘　　’　’　’　’　”　　｝　iおいご　（先御）コ　　　　i源1おいご乞　（％声）　　　　　　i才光／
おいプく　（％イ寸）糎 iiii／i　iiiiii／ii／お　し、　　さ　　ら　　1奮　3－　　　（　兎　）　　　◎　　　　　　　　i徒　　／おいじ†・（泥右）　　　i才／
おいびと（力人） ／－　iii3g一　一　一　一歌　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　　l　　　　‘　　　　L　　　　1　　　　じ　　　　l　　　　l　　　　I おいし　らふ　（老痴）　四　　　溺…7 おいT　ぐ　　（老過）　エ　ニ　　　　i¢角　’
おいぼふし　（尭ラ参師）　コ ／ii／iii6iiiiiiiiおいそけも　の　　（％退治）　　i喋　／ おいマ　（於）　句　　　　　　　i従2　　　　　　　　　　　さ
おいらか　形勧 i　i／i　i2i　3gi／i　2i　i　i　i　i！i‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　1 おいなみ　（兎）欠）　　　　　iア／ おいなゐ　（莞威）　●　　　　　i源　／
おいらく　（克〕 iiiiiliii／ii2i／iiおいはつ　（克果）千二　　防l　　　　　　　　　　　I おいぱむ　（え）　ゆ　　　　　　i祉／
おうな（姫） ii3－　i〆一　一　1川　一‘　’　’　’　”　　1　L　l　l　l　i　iおいひがむ（痘僻）プ　　瞬／ おいぼる　（先老）　千二　　　螺／
おき　（う申） ／i　i　l　i　i　2i／i　i2i　i6i　i　i3おし、　才　ぐζ　る　　（兎月考L）　w　　　　　i：原　　／　　　　　　　　　　　； おいも　ていく　（兎行）　個　　i源／
おき　（填） iiiiii］］／i／iiおし’レておはす　（免丘）千二i源　／ 　　　　　　　　　　　sおし’ゆがむ（克歪）㊥　　i源1
おきあかす　（起明）　慣 i　i　i　i　i　2i　i　i3i　i　i　i　iおいゆ く　　（えZラ）　田　　　　　　i房…2　　　　　　　　　　　… お　う　　（会欠字）　　〔プ也危〕　　　　　i万　2
おきあがる　（起L）頑 ll4；η批〆i］］21お　う　ちヤつう　　（応「良）　カ　　　　i従　／ おうる　千・　　　　　冴／
おきいつ’（起幽）　千二 l　l／l　l　l　512：21　1　1　1　1　：1　　　　φ　　　　5　　　　1　　　　1　　　　　　F　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I おうわ（ぬ孝の　ヵ　　　　　i穴／　　　　　　　　　　　｜ お力’み（乖）　　　　　　i万1
おき　う　し　　（超憂）　形 i一一iii／ii／i一おかれ［さつ　（置果）　千二　　i三原／ おき（亨亀政）　　　　　　i徒／
おきかへゐ　（起亘）田 1　：　l　l　l　21　：　：21　1　1　1　1●　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　、　　　　1　　　　　　　　　　　‘ お　き　〃）η、　レ　ま　つ　　（起ロ月イそ）四i枕　／ おきあふ　（起敢）　下二　　　i‡忠〆
おきそ，1・（置糸）千二 ば1…／u∫｛u－u　　　　　　　　　　　1お、キ　あ　ま　る　　（置・余』）　四　　　　　iz足　／ おきおはします　（起荏）四じ原3　　　　　　　　　　　‘
おきつ　（挺）下二 　　　　　　　　　　1／i　i2i　i i／仔i i l　i　i　i　i　iおさη’さぬ（置重）千二　i※1おきが†・げ（超蓑旬形働　i枕1
お　き　つ　し　『ま　も　　り　　（う中彦）守） iiiiiii－／iiii／おきが杉し　（置難）　形　　　i源3おきかふ　（置皆）　千二　　　iイ疋／
おきつしらなみ　（↓申臼ラ尻） 　　　　　　　　　I　　　　liiiii　ii／i〆ii3i／ii／おきカ’らす　（置才占）　ψ　　　i万2おきぐう　（置ロ）　　　　i紫／
おきつ杉ま杉　（ら甲雰藻） 一㍑i／i一仁i…3おきさ移（居貞）　　　　1太∫ おきさわぐ　　（蓮ち烏蚕う　ロg　　　　l：原　3
おきつなみ　（フ甲波） ：　：　l　l　l　　l　l　l2：　：31　1　123‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　，　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘ おきそ　（息痛）　　　　　　；万／ おきそほる　（竃添）　四　　　i拾　／
〔注〕①「お、’や」と3ぺむ・
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おき了　（挺） 2i　i2i　i　i！gi　i　i　i　i　i　l　iお　き　そ ，3・　〔置ラ条）　四 i源2おきそむ　（置初）　千二 i右／
おきどころ　（置所） i　i　i　i　i／2i　i／i　2i　i／i　i　iおぐ　そや＃　　（輿磯d」）
｝???
おさたつ　（起立）　四 li万／
おきな　（翁） ／ili3？i　i　i／6i2ili　i3i／i7i錬21　　　　　1　　　　　弓　　　　　I　　　　　l　　　　　　　l　　　　　I　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　Iおきつ　　〔地狛〕 i吉／ おきつあ　り　そ　（膓中荒磯） i万／
おきなががは　（息長｝‘D iiiii／iiiiiiii〆おきついくり　（坤暗礁） i万／おきつかい　（ラ中檀） i才／
おきなさぷ　（翁）　エニ iiiiiiii／iii6i／おきつかピ　（ラ中風） i万3おきつかち（ラ中櫛） i万／
おきふし（起臥） iiiii8iiiii／iiiおきつかり　しま　（ラ中借鳥）i方　　　　　　　　　　1 ?おきつくに　（奥田） i万／
おきふす　（起臥）四 iiii／i4iiiiii〆iil　　’　　1　　’　　‘　　’　　”　　F　↓　　l　　l　　iお　き　つ　し　ほ　あ　ひ　　（ラ字葬月合） i壱／ おきつしほさゐ　（坤潮騒）i万　／
おぐべ（シ中辺） iiiii　iiiii／iii／9おきつしま　（ラ中鳥）
???
おぐつしまやま　（坤鳥山）；万2
おきまピ1才す　（置惑）　四 iiiii／iiiiiliiiI　　　　　、　　　　　↓　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　．　　　　　1　　　　　‘ おき　つ　し　ら　f二ま　　仁ヂ白　壬）　i万　仁おきつす（ラ中洲） i万3
おきゐる　（起居）　工一一 i　i　i／i　i！5i　4i　i6i　i／i　i／12おきつどり　（〉中鳥）
???
おきつなは1）リ　（坤え吃苔）1万2
?
おく　（奥） 3i　／i　2i　3i十i　35i23i　／i　3i　　i　　i　5i　　i　61111111111111おき　つノ3、カ、え　　（膓中ラ案プエ） i万／おきつふわ　（ラ寸紐） i源／
おく（置）四 ノ5i　3i2乎i／i　2μβ23i／5i乎8i　2i2肖　6i　2iβおきつまがも　（ラ中真鴨）
???
おきつみうら　（シ中修アラ南）
????
おく（起）エニ ／i　　i　／i　　i　／i　43i23i　8i　2i　　i　5i　3i　／i　71　　　　　1　　　　　」　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　L　　　　　‘　　　　　ム おきつみがみ（坤御神） i才／おきつみやべ　（碑r多迎） i万／
おくす　（脆）　サ妥コ ii5iili5i／iiiiiiiおきつむ　（置積）四
????
おきつもG7藻） i万〃
おくて　（ロ免稲） iiiiiiiiii／iii／おきつを　じ　ま　　（ラ牢小島） i万1おきマわほす　（提仰）千二i源’1
おくまゐ　（奥）　四 　　　　　”　　i　i　i　i　l　liiiii8ii／iiiiiiおき了さ杉む　（捉定．）　千二ii原
??…
おきてのr二まぷ　（提宣） wi源2
おくやま（奥山） ／iii2ii十ii3iii力　i協’　’　’　’　’　　”　　｝　｝　l　l　i　lおきては（於）句 ｝源／ おきな　（置勿）　〔地名〕 i万／
おくらかす　（彼）　四 ：　　：　　：　　：　　：　6：　　：　／：　　：　　：　　：　　：　　：1　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　⑯　　　　　1　　　　　’ おきなおんな　（翁遁） i枕／おきなが　　　〔人多〕 i吏／
おくらす　（後）　四 i　iiii6iiiiiliiil　　l　　‘　　F　1　　‘　　l　　I　　‘　　’　　i　　l　　l杉きなが　（1色長）　〔地后〕
｜「万2
おき穿ジと　（・翁畜）
???
おくり（遂） i　l／i2i／i　27i　3i　3i　i／i　i／i　2iおきなびL　（翁ん） i土／おぐなび1ズつ　（鏑果）千zi源／
おく　りもの　（贈物） i　i2i　iケi／字i　i　i　i　i　i　i　i、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　　　、　　　　　L　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　．、　　　　　」　　　　　」 おきなぶ　（翁）　L二 i…原2お｛キなまろ　（翁丸） i沈／o
おくろ（遂）・ 7i／i　4i／i　i〃i　2iチi　i　i　i／i　i9おきなみ（ラ中波） i万／おき1二く　し　（起難）　形 浸／
おくる（後）千二 3i　i6i／i　5i／02i　7i争i　6i　2i　5i　i　i／31　　1　　1　　”　　　l　　l　　‘　　”　　i　　l　　Iおぎのりわひ　（除葉）
????
おき⑳ゐて　句 i酬
おく］ぺざきだつ　（後先立）四 lllllglll／1：　ll　：l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　l　　　　l　　　　r　　　　I　　　　「　　　　1　　　　‘　　　　‘ おき　1ま　じ　む　　（起G）　千　二 i蜻／お～川チつ　（起、果）千二 i蜻／
お　こ　　し　し、づ’　（起出）　　千　二 お　き　ノ3・　る　す　　（置宅5）　∀9
????
おきまろ　　〔人危〕
????
おこす（起）恒 　　　　　”　　‘　‘　’　1　’　1十i　i7i／i／i　2／i／3i　2i　i　i　i　i　iおきむ♂（置物） 湯3おぎうなレ　形 i方／
〔注〕
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　．」一
おこす（遣）F二 i万7おくさま臼軒紛 濠2
おこおり　（9、、’〉） ノi　i／i　i　i2／i　i4i　i　i　i　i　iおくしがち　（臆）静勧コ ，i源2おくだかし　（脆高）形コ Iiラ原／
おこたる（乞）四 5i！i　2i／i／i　30i　3i　6i　i　i　i　i　iI　　　　　l　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　■　　　　　1　　　　　．　　　　　．　　　　　，　　　　　1　　　　　●　　　　　・ おくっかrっ　（奥芳） i更／ おくつき　（奥淳城） i万8
おこなひ　（行） 2i／i3i3ii”i十i7iiiiii　　　　　　　　　　1おくつきどころ （奥ラ多城処）i万2おくプま（奥孕） ’i万／
おこなひがち（行勝）形動 ‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　，　　　　　‘　　　　　l　　　　　Il　l　l　l／1　21　1　1　1　1　1　1　1．llII‘‘．．．．IIおくど二（輿床） i万／おく　びやう　（膜病）　カ 汰／
おこなひつとむ　（行勤）　千二 ii／iii十iiiiiiiiおくふが　（奥深）　形勧 拓！ お　く　ま　く　　（奥82）　千　二 li万／
おこなひびと　（行人） ii！iii字i・iiiiiiiI　‘　”　　1　　’　1　’　1　‘　’　i　’おくまふ　（奥）　千二 i万3おくらら（憶良） i万／
おこなふ（行）四 〃i2i／3i　i2i　4グ　51／5i　i／i　i　i　iおく りおく　（送置）　慣
????
おくりく　（送来）　力斐 i方／
おこる（起）四 71／i褒　ii／7川3㍑／iiii■　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　1　　　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　‘　　　　　■　　　　　■　　　　　1　　　　　‘ お　く　り　ぴと　　（送人） 踏／ おく　りぶみ　（遂丈） 隔／
おごる（騎）⑮ iiiii7i／iiiiiiiおく　ワむかへ　（遂迎）
???
おくれそむ　（後初）千二
???
おさ，3・（抑）千二 ／i　i2i　i　／i　8i十i　／i　2i　i　i　i　iI　　　　　．　　　　　‘　　　　　．　　　　　■　　　　　　　．　　　　　‘　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　・ おくれなみゐる（後並房）上一i万
?
おくKゆく　（後行）四 i源／
おしあく　（押開）千二 ／i　i2i　5i　2i　26i　5i　5i　i　i　i　i　iおくれゐる　（彼居）　エー i万12おこしすう　（起L据）　千づ
????
お　し　あぐ’　（矛甲上二）　下　二 お　こ　し　γ二　つ　　（乏ζ立）　下　　二 i枕／お　こ　ナ；　つ　カてf：　し　　（怠難） 肴ラi源／
おしあつ　（押当）　下二 　　　　’　‘　i　’　1　｝　l　li　i2i　i　i　4i／i　i　i　i　i　i　iおこたりはつ　（急果）　千二i源5おこなひあη’す　（行明） 四i褒ノ
おしいつ　（〉甲出）　下二 i　i　i／i　i　7i　2i　i　i　i　i　i　i‘　　　　．　　　　1　　　　．　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． おこなひい口す　（行出）
　｜
四i》原1おこなひおく　（行置）四 1瞬／
おしいる　（押入）千二 　　　　i　l　’　i　l　l　iiiii／i4i5iiiii／iiおこなひくはふ　（行ガロ）千二i源　／ お二なひくらす　（行纂） 四i源／
おしかかる　（押掛）四 i　i　i／i　i／oi　2i　6i　i　i　i　i　i”　　‘　’　”　　‘　’　i　l　l　lおこなひさす． （行」L）四 1更／おこなひさら｝害ふ　（行） 　1緬i源／
おしカ’さぬ　（押玄）千二 …………2……1………………iおこびひさわぐ　（行騒の ????｜ おこなひな了　（行為）吟 i源／
おしη・へす（押返）口 ／i　i2i　i　i　6i　i　i　i　i　i　i　iおこなひなゐ　（行馴）　千二i源／ 　　　　　　　　　　1おこなひののしθ　（4了室）四i源　1
おしきる　（押切）　四 　　　　　　　　，　　　　viiiii　i／iliiiiiiおこなひはつ　（行果）　千二i源／ おこなひます　（行増）檀 i兎1
おしくだす　（押下）　⑮ i　i／i　i　i　21　i　i　i　i　i　i　i．，．．■ll，．シ1，1　　　　　　　　　　1お二なひみる （行見」） 工一i婿　／ おこなひやつる（行寧）千二1源／
おしこる　（押）疑⊃　四 iiliiili／i／iiiiiiおこなひやる　（行重）　四 i靖1おこなひゆく　（行往）　四 i従1
お　し・す「る　　（押榛）　w ／i　　i　　i　　i　／i　6i　2i　　i　　i　　i　　i　　i　　i’　‘　‘　‘　”　　‘　”　　l　l　‘　’ おこなひよわる　（行弱）　　　　　　　　　　1wi蜻1おこなひをさむ　（行ラ扮）rF乙i徒／
1
おし†ちれむ　（押畳）碑 i　i　i　i　i　3i／i　i　i　i　i　i　iおこり（起） i派1おジリ（縞・屠） i徒3
お　し　γ二　つ　　（キ甲立）　　・戸　二 ii／ii／i2iiiii　ii　i’　’　”　　l　　　　　　　　　　　　　lおニリあふ　（起含う　四 1源／おごワつひやす　（秀債） 慣i従／　1
おしつく　（押付）下二 　　　　’　”　　1　‘　l　ll　l／1　：　l　l l3：　1 ：　l　l　ll　　 　　I　　　　　I　 　　　I　 　　　I　　　　　　 「　　　　　1　　　 　1　　　　　1　　　　　1　　　　　，　　　　　I　　　　　lおこりなやむ’　（起悩）　恒 旗ノ おごりならふ　（輸lr貫）声
????
〔注〕
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おしつつむ　（押包）⑮ i　i　i　i　i　gi　2i　i　i　i　i　i　iI　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　Iおこりわプらふ　（起煩） 四i源1おさが（亀坂） i万／
おしてゐ　（押照）w① iiiii　iiili／iii〆7おさへ（抑） i万／おさへさす（抑剥）四 Ii万／
おしなぶ　（才甲並つ　千二 i　i／i　i　i／2i　2i／i　i　i　i　i　i‘　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘　　　　　　　1　　　　　‘　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1 おさへとどむ（押止）千司万
?
おさへとむ（抑止）千二 i万ノ
おしなべマ　（才甲並）　副 2i　i　i　i　i2乎i午i　i4i　i　i／i　i2おし（唖） Ii源1おし　盛 ．i枕1
おしの　こふ　　（才甲才式り　四 i　i5i　i　i2¢　　i〆i　i　i　i　i　il　　　　　》　　　　　●　　　　　●　　　　　I　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I お　しあ［↑カミr二　（押9月ち「） i源／おしあてに　（推当）　副 i源2
おしは刀・り（推量） ／iiii／i3iiiiiiiiおしあはす　（押令づ　千二 Ii源／お　し　あ3・　（押偏〉〕　ロヨ li徒／
おしはかりごL　（権量） iiiii／i／iiiii－l　l　F　l　°　　シ　‘　‘　l　l　l　l　lおしあゆ（押鮎） i工2おしいだす　（押出）　四 i祝／
お　　し　｜才　力、　ゐ　　（推量）　　四 3i　　i　5i　／i　3i　9十i／Oi　7i　　i　　i　　i　　i　　iおしいりく　（押入来） 四i紫∫おしいる　（押入）　四 i源／
おしはる　（押張）四 iiiii／i／iiiiiiiお　し　う　ご　カ、す　　（矛甲∂ヵ）　四 i猿／おしおこす　（押起）● i彬2
お’しひしぐ　（才甲祉）　亘9 iiiii／i3iiiiiiiおレかく　（押掛）　千　二
????
おしかくす　（押隠）恒
???
おしひたす　（押浸）　四 ／i』　i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　iI‘斥‘IIIIIIl斥1おしがへし（押返） i蜻／おしかへしきる（押遜L箱）レ縢／
おしひねる　（押捻）四 iiiii／ii／iiiiiiおレ＜　＜　む　　（押包）　慣
???
お　し　げつ　　（才穿：肖）　四
???
おしひらく　（押開）　ロ i　i／i　i　i　／i　i／i　i　i　i　i　i21　1　1　1　1　　°　1　，　1　｝　l　lおしこぼち　（押穀） i拓ノ おし　こむ　（押込）　口 障／
お　し　ま　く　　（才甲巻）　四 i　i　i　i　i　2i／ili　i　i　i　i　iお　し　こ　］じ、　　（押込）　　千　二
????
おレさぐ　（押下）　・F二 i源／
おしまうがす　（押円）　吟 iiiili／iiiiiiii’　’　’　”　　　1　’　i　l　l　l　lお し．さ　す　　（才甲立二）　曹 i更／おししプむ　（押沈）　下二 i源2
お　し　もノむ　　（押才柔）　四 ……………／…1…………1・□ おし　しぼむ　　（押季）　四 i※1お　し　　し　1ぎ　る　　（押絞）　　ロ9 瞬3
お　し　や　る　　（才甲遣）　國 i　i∫i　i　／i23i亨i　i　i　i　i　i　i’　’　’　”　　　1　1　i　i　l　l　lお　し　す　う　　（押据）　　千L　二 ｜瞬／ 　　　　　　　　　　1おしすりCどうかす（押摺斑）問i枕／
お　し　／っ　く　　（押分）　　〔F　二 　　　　　　　　　　　…iiiii／i／iiiiiii／お　し　そ　3・　（非甲添）　　丁：　二 i蜻／おし杉つ　（才甲江）　ロ i源伜
お　し　ε　る　　（押才ケ）　仰 i　i／i　i　i　4i　2i　i　i　i　i　i　i’　’　’　’　’　　’　’　’　”　　｝　i　iあLし†二ふす　（押倒）　四 ｝i枕／ コづ　し　r二　る　　（才甲玄〕　　千　二 Ii…原／
おす　（才甲）四 i　igi2i　i／9i3i　i　i／i／i　i　i2おしたるεの　（押麦小野）i万　／ おしで（押4） i源！
おそし（遁）形 3i　i4i　i2i／oi／2i　8i　2i　i2i／i　2i　4’　’　’　”　　　ぐ　”　　‘　”　　1　’おし　ヒビむ　（押止）　’千二 i源3おレレる　（押取）　四
???
おそはる　（魔）　千二 l　l　：　：　171　1　1　1　1　：　：／：I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　1　　　　　，　　　　　l　　　　　l お　し　な　3ミ　（押扉）　　千　二 i方7おしなみに　副 i方／
おぞまし（｛昂）形 i　i2i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i”　　‘　’　’　　”　　‘　’　i　i　”おしなむ　（押扉）　四
???
おしねる　（押練）　四
???
おそり　（恐） iiiii　iiii／iiii／お　し　の　く　　（押退）　千　二 i太2おしのこひかくす（押拭臆）四ら原十
おそる　（？）四 ii／iii　i／iiiiiiiI　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　」　　　　　‘　　　　　■ おレのぶ　　（才ぞ延）　千　二
???
おしはさむ　（才甲挟）　四
???
おそる　（憩）千二 ／212151　1　1　　1　；　：　1　：　l　l　lI　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　，　　　　　「おし1工なつ　（押放）　四 瞬1おしひらむ　（押廟）　千二 i役／
〔注〕①枕詞とぷ・〈む・
55
56
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i倒竹1
おそれ　（禿） ／i＋㍍iiiiiiiiばおしふす　（押伏）　千二　　　i万　／ お　し　べ　　（〆残辺）　　　　　　　　　　　　　i万　　／
おそろし（絶）勒 6i　／i〆タi／Oi　4二i／06i35i　力　　　i　／i　　i　　i　／i　　　　　　　　　　‘おしへす　（押圧）w 　　i枕1　　　　　　　　　　　1おしまきあはす （押巷合う千二i源／
お’そ　ろ　し｜デ　（怒）　｛勃勧 〆i㍑6－／oi2iiiiiiiI　　　　　し　　　　　s　　　　　曽　　　　　‘　　　　　　　．　　　　　‘　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l おしまさよす　（神巷蕎）千二i源1お　し　ゆつ　る　　（才甲言差）　慣　　　　　i源　2
おそろレさ（怒） i　i2i　i〆i　2i　i／i　i　i　i　i　iおしよす簿靭千・　瞬5おしわ杉す　（押膓度）　慣　　　i紫2　　　　　　　　　　　‘
おちいろ　（落入りw i　i　i　i　i　十i2i　i　i　i　i　i　i■　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　■　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l おずし　（11’皐）形　　　　　　　i源　／おすひ　（剤1辺）　〔家緒ア　　i万／
おちかかる　（落懸）　四 ii／i／ii3i／iiiiii3iおすひ（襲）　　　　　iτ1おそき　　（表尤ζ）　　　　　　　　　　i万　／
おち　く　（落釆）　ヵ　叉 iiiii／一　川　川　一”　　‘　’　‘　　’　i　’　”　　1 おそざくら　（」遁糧L）　　　　i従／おぞし　（情）形　　　　　　　i源2
おちさわぐ　（怖騒）　、埠 　　　　　　　　　l　　　　　iiiliii／i／－　iiiiiおそばやし　（遅遜L）　副　　　i万2おそ　ひ　　（襲）　　　　　　　　　　　　i枕　／　　　　　　　　　　　｜
おうたぎつ　（秀敷）ρ i㍉iiばばi2ばi／’3おそひき「巨る　（襲　釆．）　ゆ　　i徒一〆おそ・3・　（庄）　ロg　　　　　　　　　江二　／
おちつψろ　（秀種）四 iiiii　iiii／i／iiiおそぶる　（押）慣　　　　　　i万／　　　　　　　　　　　1 おそKおもノふ　（孝｛5尾）　⑳　　i人／
おちLまる　（痴並）　四 川　一　i7i…／㍑　川　iI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　v　　　　，　　　　■ おそれたふ　しむ　　（手さ］導）　●㍑乏　／ おそγ〈まうす（恐寸）回　篠／
おちぽ（缶穂・） i／iiii　iiiiii／iiおそれ乞　の　の　く　　（｝をlr皇）　脚iラ∫　／　　　　　　　　　　　1 おそろレがる　（絶）恒　　　i源／　　　　　　　　　　　‘
おう1‡そろ　（痴細）● i　i　i　i／i2i　i　i　i　i　i　i　i‘　　　　l　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　l おf二き“　（髪％）　　　　　　　　　　　i淵…2おぢし　（穐）　彩　　　　　　　　i源7
おちゐろ　（尭r居）　エー 　　　　　　l　i　i　｝　i　；　iiiヂ　i／igii／iiiii／iお†っは　ふ　　（？　）　汐　　　　　　　　　iフr　2おだやカ、（穏）形動　　　　i徒／
おつ　（落）L二 ！∫i2i　7i／i　3i　39i／2i　6i　6i／i／2i　i2i29’　”　　‘　’　　”　　l　l　i　l　l　i　　　　　　　　｜おちあふる　（嘉爆）千二　i源チ　　　　　　　　　　　1おぢおぼレめす　（怖恩z）四i源／
おつ’（怖）エニ i　i司　　ili／4」i2i／i　i／i　i　i／iおちがち　（落方）　　　　　　i枕／ おち　く　［ず　　（藷勇［）　　　　　　　　i枕／
おL　（音ハ 7i　3i　3i／タi／2i／／引37i36i〆9i　／i／8i十i十i5’　‘　’　」　’　　1　’　；　i　l　i　l　l　　　　　　　　　｜おちぐ1｝ （落栗）　　　 　　i源／　　　　　　　　　　　1おちこうT（怖困）サ叉コi源／
おLうヒ　（弟） 1　：　：　1／1／51μ　1　：　l　l　：　ll　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　‘　　　　．　　　　ヲ おう　そ　，3・　（昏シ条）　四　　　　　　i霧…　／ おううる　（落散）四　　　　i源3
おとぎきc旨聞） ii／iiiチiiiiiiii’　’　’　”　　　イ　’　”　　l　l　l　’おちつく（落為）四　　反1 おち　し　とごま　る　　（落留）　頃　　iシ彙　／
おししいる　（嘉入）　下二 iiiii／i4一　一　iii／おち1ズ　　（籍葉）　　　　　　　　　　i膓厚2おちばごろむ　（蒲・葉衣）　1後／
おLしめおもふ　（酸恩）⑮ iiii1川iiiiiiii　　　　　　　　　　　、おぢ1エばカ’ろ（怖惇）四　i源3おちぶる時零）千・　瞬1おヒす　（晃）⑮ 3i　i5ili、i27i3i／i　i　i　i2i／iおちまεひかしこまる（怖惑畏）四i枕／ おちまじふ　（落惑）　θ　　　i4影／
おどす（威）四 liiliii7i／iiiiiiiおぢまピふ　（怖惑）w　　　窃…／ おちみfど　う　　（落4し）　千　二　　i諺！　／
おヒプろ　（εカ）　千　二 　　　　　　　　　　　’／i　i　i2i　i25i i　i3i　i／i　3i　iおちゆく　（蕗行）　恒　　　　；源／ お・5わらふ　（落茨）　四　　　i枕！
おとづ．れ　（訪） iiiii／ii5iii3iiiおちゐはつ　（落居果）　千＝漉／　　　　　　　　　　　1 おブおつ　C怖怖）　ニニ　　　i蟻／　　　　　　　　　　　1
おとL　（弟） ii／5iliii／iiiii／iiおと　（弟）　　　　　　　　　　i万　／ おと　う　し　　　〔人＿危〕　　　　　　　if疋一ノ
〔注〕
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i万
おとど（人臣） 6ii22｛iigi描i7igii－！ii‘IIIIIIIイIll皇おヒがひ　（頗） i枕3おビ〈　千二 iラ扉1
おとな　（入人） i　i2i3i／i！7igi2i　i　i　i∫i　iおししあふ （落合）　四
…i源／
おとしあふす　（落）⑮ Ii源1
お　と　なお　と　なし　（大人大1人）折多 iiii／i／5iiiiiiiilIll‘IFll．．1．おど’しし㌧3・　（夙言）　⑰9 冷／ お　と　レ　お　く　　（嘉・置）　四 i源3
」づ　Lな　し　　（普r照）　　〔力也危〕 iiiii3i／iiiiiiiまブ　L　しカミヒ「　（落曇≧） i劇おどしぐさ　（威縁） 瞬／
お　と　な　し　　（ナミ人）　形 5i　i2i／i／i／gi　i／i　i　i　i　i　i‘Iil‘v‘lI‘‘‘Lおヒ　Lだね　（舟胤） i蜻1お　L　し　む　　（口乏）　千　二 i源12
おヒなひ（音） i　i　i2i　i／3i　2i／i　i　i　i　i　i　　　　　　　1おヒしめが仁し　（敗難） 形：源l　F お　し　し　のご　と　　（口乏言） i源1
おとなふ　（音借）四 ／i　　i　　i　　i　　i　6i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　iIllIIIIIイ1‘、‘おと．し　めざま　　〔要乏樟）　ヂク勧i湯2お　ヒ　し　を　り　　（旛！居）　ラ　蔓 i源／
おLなぶ　（八人）　L二 ii3i／i4i57i3iiiiiiiお　と　つ　る　ま　る　　（乙皇鳥タし） i従／おヒプれく　（訪釆）　力支
????
おとは（音ヨ幻 i　i　i　i　i　／i　i　i2i　i午i　i　ilI‘‘1‘1Llllイ1おヒづ’れやる　（訪遣）⑮ 隊1おしブれよる　（訪寄）　ロ9 i源／
おとはやま　（吾羽山） i／iiii　iii／ii但　iiおしつ”」久わたる　（訪渡） 四i源／1 おヒレき”み　（＃」弟）
???
おLり（％） i　i　i　i／i　7i　i　i　i　i　i　i　i」‘L■lIlIIIIIIおとと　どの　（㌘殿） i犬4おとどろ（昔） i万ノ
お　と」　リ　ま　ご「　ワ　　（劣月券） i　i　i　i2i　2i　i／i　i　i　i　i2iおとなかんだ’ちめ（大ん上達音早）i枕／
1
お　ヒ　な　しカぐ1才　　（二旨撫川）
??「
おとりまさる　（窃慢）四 iiii／i午i／iiiiiiiI　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l おヒなおつ　（穴人江）四
???
おしなひいふ　（着宅）‘四 i線1
おとる　（名）φ 　　　　　l　l　i　i　i　i　i　i8i　i8i　3i　6i！23i／Oi　2i　5i　2i　3i　i　iおと，なひごお1ゴレま二す（夫メ＼在）口㍑原　／ おしなひく　（音釆）　ヵ曳 i嘩／
おじろ（棘） iiii／i／iiiiiiiiおとなびはつ　（穴人果）千二i源2
｜
おL亨びまさる　（尺人勝フ四i源21
おどうおどろし　（驚驚）形 　　　　　　　　　　　‘／ii6ii5i6デigi5iiiii／iおヒなびものす　（大人）サ曳i源／ おヒはがは　（昔羽川） i右1
おどろおどうしげ　形勧 iiiiii／ili］iiiおとはる（z老一） i穴1おLひおヒめ　（弟日セ葺）（人危〕ヒ万／1
おどろかす　（鷲）四 i　i／i　i／i3アi　2i　6i／i／i　i　i　iおしみや（弟熔） i太1おとりざ’≠　（％樽） i源3
おどろきさわぐ　（驚騒）　四 iiliii3iiliiiiii’　　V　　l　　l　　l　　l　　斥　　l　　l　　l　　l　　i　　lおとりばら　（％腹） i揚3おし　りまかゐ　（劣罷）　頃 畑／
おビろく〔驚）四 ／i、／i／6i　5i／iデOi／6i／2i　2i／i　2i　2i　i／お　と　　り　も　て　ゆ　く　　（彩行） ●i枕／おビ’うかしがほ　（鷲顔）形勧i源／
おとうふ　（蒙）千二 5i／i2i　i2i2gi　i　i　i　ili！i　i／’　”　　‘　’　　’　’　’　”　　1　’　1おどろきあざむ（鷲逐）四i更ノ おどろきおくす（鷲脆）校コ瞬1
おとろへゆく（…良行）⑮ ／：　：　：　：　：2：　：　：　：　：　：　：　：‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　‘　　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　1 おどろきおつ　（鷲怖）　Lづ源 1おビろきおぽす　（驚思） ●i源／
おなじ　（同）形 　　　　　　　　　　1おどろきおレふ　（鷲思） 問i源2おビろきがほ　（鷲顔）彩勧i源ケ
お1二（鬼） 　　　　　イ　’　”　　i　l　l　’6ii3iii35i十i／iiii4i／iおどろききようず（『駕禦）快コiネz／おどろきまうす　（驚申） 恒i線1
おの（己） 2i／i／i　i／i　3似／oi　8i　2i　i5i　5i　7i21”　　l　　l　　I　　l　　l　　l　　i　　i　　l　」　　‘おじろきまどふ（驚惑）四瞬’ おビろきよろこぶ（鷲名）〕ニニi欠／
1
おのおの（各）副 9i／i4ii3i夕9iiiiil／i2iおとろへ（裳） i源6おとろへの二る　（裳残〕 四i…厚！
〔注〕 57
58
徒i方沃i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おのがじし　副 i　i　i　i3i　2タi　i3i　i　i　i　i　i／l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　，　　　　　1 おLろへまさる　（蓑勝） 声i源ノ お｜こがみ（鬼ネヲ） i湯5
おのつ「カ、ら　（自）　副 ／2i　5i／7i　6i8i203i／7i　i　i／i　i　i　i／おヒし （鬼）杉 i源／お　1こ　と　こ　ろ　　（鬼野克） ；枕／
おのれ　（乙） 33i／i／5i／i　i27i　6i／i　2i　2i／i　i／i　3111111111‘．Ilおにぴやうぶ　（鬼所風） コ腕1おにやらひ　（i皇髄） i塙1
おばさうず　（狂）．サ曳 i　i／i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　iおにわらは　（鬼重） i枕1おにわらび　（鬼蕨） li手氾／
おはさふ（柾）慣 ii／iii／iiiiiiii■　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　●　　　　　曽 おのプま（乙孝） i方6おのとレおのや　　句 i万／
お　1ま　し　つ　く　　（オ元．着　）　　● ii／iii！6iiiiiiiiお1ま’（祖母） i源2おばおとど　（祖●御） iラ原3
．おはし　どこ　ろ　（荏酋「） i川　川　／iiiiiiい■　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　■　　　　　■　　　　　■　　　　　l　　　　　l おはぎ（戎蕩） 渇ノ お】ズぎみ　（祖母塔） i源2
おは、しましつく　（柾着）四 ……3………5…2…／……………iおに〔し　あつ　ま　る　　（オ重集） 遠i源l　I おはしあふ　（在合）四 i別
お15　し　ま　す　　（柾〕　¢7　　・ ／3i　i4ム5i　6i21i　4嬢5汐i33i　i　i　i／午iヲi‘　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　．　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I お　1丁　し　あ　∫戊　　（在】肩）　　ラ　夜 i入2おはしがたレ　（在難）形 悌2
おはす　（旋）四　　① 8i　i／’Oi　2i　5i　30冗23i　7i　i　／i　i3iヲiおは しカ、よ　，3・　（伍通）　四
???
お1才　し　け“　（佐）　1勃勧
????
おはす　（在）　千二① お1∫レrr　ぐ　　（在L過）　L　二i源2お1ま　し　そ　ふ　　（在添）　四 i源／
おび（帯） i　i／i　i　i／6i　7i／i　i　i2i　i　i！3おはしそむ　（圧初）千二
???
おはしつどふ　（在集）頂
???
おひいブ　（生出）　千　二 iii2ii54i2iiii／ii‘　’　’　”　　　‘　”　　i　l　ii〆お1ゴ　し　な　う，了・　（在慣）　四
】???
ガぱしばじむ　（荏初）Fづ源／
おびえさわぐ’（怯騒）⑮ …一／一／………………iiおぱしはつ　（在果）　千二 i源／お1‡しまさゼそむ（在初）千二i湯！
おひかぜ　（追風） i　i／i　i　i／2i　i　i〆i　2i　i　i／i’　　”　　‘　　”　　1　　’　　l　　i　　i　　i　　lお1まし　まβふ　　（任）　ロ i犬8おはしまさへ　勧 ｝i穴／
おひかへず（迫返）⑮ liiiii／i／iiiiiiiお1才　し　ま　し　あふ　　〔在合）　四i夫2おはレ　ま　レ2バたし（茄L責佐）ヲ秒iケケ　／
おひく　（追朱）　ガ斐 iiiii2i／i／ll5…iii／お1ま　し　ま　し　カ’よノ3・（オ王通）四i源　　／
｜
おはし　ましく　らす（荏募．）頂iら原2
1
おひこ　ろ　（生凝）　ρ ………………／13iii…i…おは　しま　し　ぐ＾’ま　　（在楳） i源／おはしまレそむ　（柾初）千ちi源2
おひささ　（生先） ㍍iU2司2i．ば一Uおはレましど＾こ　ろ　（在所）i穴一2
｜
おはレましぱなる（在離）千づ源／
おひさく　（立避）　千二 iiiiililiiiiiiiおはしましまぎらはす（在紛1）四i湯…／ おIZ　し　ま　し　よ　　う　　（在身） 慣i源／
おひしげる　（生残）　四 iii／iii／ii／ii／iiiおは　し　ゐ　る　　（在居）　」二．　一 i源／おばす了（姥柔） i後2
おひそふ　（生ラ条）　惚 おぽみや　（祖竜曽） i森∫お1‡らき　（？） 耽／
おひ・そむ　（生初）千二 iiiii／ii／iiiiii’　　’　　’　　’　　”　　‘　　‘　　‘　　1　　’　　‘　　’おひあがろ　（生上）● i枷おひいで（生出）
????
おび巨ちし　（粟多）　r⑰ i3i4iii　iiiiiiiiおひいで’く　（生出釆）　力幻ち ?おひ　う　つ　　（追条）　　千　乙 i停∫
おひたつ　（生立）四 一／lu5㍍一㍍；iおびえまどふ　（怯惑）w i枕／おひおひに　（追追）　副
????
おひつぐ　（生継）ゆ iiiiii／iiii－i／おひおろす　（ユ旦千）　四 ??? おひカ、せ三よ　う　し、（ユ隻」頂し〕手】危）コi篠＿　／
〔注〕①鰺止馴3四’如二い川二・
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古1伊i竹i
おひなほり　（生直） iiiii／ii／i－i一おひかづきいプ（畜被出）千二i枕／ おひかはろ　（生更）　四 i万／
おひなゐ　（生級）四 iii／ii／iiiiiiiiおひく　　（負　来）　ヵ　更
…i万／
おひくだす　（珍千）　⑮ Ii備／
おひののしゐ　（追喧）　四 iiiii2ii／iiiiilおひさがり　（生千） i※∫ おひさ”ま　（生様） i源／
おひはじむ　（生始）　千二 iiiii／i／iiiiiiiお　ひ　し　く　　（生及）　四 i万2おひ　しく　　（追及）　四 li万／
おびゆ（怯）千二 ii／iii2iiiiiiii！‘　　　　　．　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　　　I　　　　　I　　　　　＞　　　　　1　　　　　．　　　　　l　　　　　l　　　　　I おひすがふ　（追次〕・ i源／おひすゑ（生未） i源！
おひゆく　（追行）　ロ i　i　i　i　i　　i　i　i　i　i　i／i　i2おひそや　　（負征箭）
???
おひたちさカ・ゆ（生iL・栗）千二i方　／　　　　　　　　　　　1
おふ（追）⑮ 4ii2i3ii／6igigii6iiii7おひちらす　（追散）四 i蜻5おひつ力・ぱす　（追重）　、卿 i枕ノ
お，3・（負）の 2i　i4i／i　i33i彩　／i　6i／i　2i　6i　i30おひつぎかく　（追次書） ㊨i源1おひつく　（生イす）慣 悌／
おふ　（生）エニ ／i　　i3i　4」i　　i　gi　7i　4乙i／oi　2i／6｝i　5i　　i6θIF61‘llllIIIIおひつく　（追％）㎜ i伊1おひつブく　（追続）● i源／
おぶ　（帯）φ iiiii　i〆iiiiiii5おびつブく　（帯続）千二
???
おひととのほる　（生整）ロgi》原／
1
おふす（生）四 ／i　i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　iおひなびく　（生、扉）　四 iプ2おひなほる　（生直）檀 i源／
おほ　（多）　〔人フら］ ／lllll　ll／lllllll　　　　　‘　　　　　ぐ　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I おひなめもつ　（翼並才4）糎iア
???
おひの　く　（」皇退．）　下　二 i犬1
おほあらき　（穴荒木）　〔地別 i－iii／i／i2ii／iii／おひのぼる　（生上）φ i源1おひはら、3・　（追タム）　、四 i源4
おほい（尺）形働 i－ii／iliiiiiiiおびひ杉（帯紐）
????
おひまさろ　（生腸う　ロ9 i源3
おほいどの　（八影O 垣3ii3i〃5i2iiiiiiiおひまど’1ます　（追惑）ゆ i霧3おひもつ　（負拷）　慣 i才／
おほいまうちぎみ　（穴臣） i　i2i　i　i　／i　i　i　i　i　i2i　iおびやかす　（脅）四
???｜
おひやる　（生遣）ψ i線／
おほうちぎ　（八桂） ii／ii／i／iiiiiiiiおひやる　（追遣）悔
????
おひゆく　（生行）ゆ 悌2
おほうみ（穴海） 　　　　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　Ii　i　i　i3i　2i／i／i　i　i　i　i　i〃おびゐ 千二 i源2おひわかゐ　（生別）　千二 i糠／
お1ぎL（覚）・ 3i　i〃i　2i　i／6莞　8i　／i　i　i　i　i　iおひ乞をる　（生挽り　慣 i才1おふさ　　（地危戊 1膨！
おぽLなる　（覚戒）四 i　i　i／i　i　2i　i　i　i　i　i　i　iお，3・す（仰）下二 i万／おふピ（仰） 江ノ
おほかぜ（犬風） i／i／iiiiiiiiiiiおふなおふな　副
??
おほ　（於イ牙）　〔地危戊 iプ2
おほカ’f二　（犬ガ）　副 18i　3i26i　／i　7i／タ〈『／2i乎i　7i　／i　5i　／i　i4お〔き（凡）彬勧 i万12おほあ≠ぎみ　（八尼彪） i源3
おほがは（×）ID iiiiiii／iiiiii1おほあや（た綬）
??，
おほあらき　（犬荒城）
???
おほかりげ　（多）効勧 i　i　i　i／i　2i　i　i　i　i　i　i　iおほあらきの　（穴荒木野）i万／ お　1ま　し、カ、　fご　　（ナ＼牙S（） i犬／
お13き（穴）形動 ／7i3i8i‘i／i25i／8i仁iiii／i亨i5つ　1き　し、　ぎみ　　（戊く＼君　）
????
おほいどのばら　（穴殿腹）i源3
1
おほきおとビ　（穴政犬臣） i　i3i　i・i27i　i2i　i　i　i／i　iおほいじのわたり（大澱辺）罐／ おほいぬまろ　（穴尺丸） i尺！
〔注〕 59
60
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おほきおほいどの（太政穴臣） ii3iii／iiiiiiiiお1きいぬまろεとこ（犬犬丸男N大2おほいへ（人象） i方∫
おほきさ　（尺） ii／iii十i／iiiii3i2おほう”ちやま　（ス内㊤） ＄i源2おほうへ（大」⇒ ・i源2
おほきさい　（穴后）
i　i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　／i　iI　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　．　　　　　‘ おほうま　（犬杉馬）（女虜危〕コi※／ おほう　ら†ちぬ　（穴痛田ラ召）i「万／
おほきさき　（穴后） ii3iii！Oiiiiiiiiおほえ　（犬ら工）　　〔人多〕 i穴！ おほし　　（大シエ）　　（プ也危フ li方／
お1ききみ（尺名） ii／iii2iliiiiiii∫31‘IIIIIIl．‘シ．．おぼえうかぶ（覚膓多）遠 i更ノおぽえかたる　（覚誘）ゆ i更／
お1ま　きやカ、　　（犬）　　形雀ヵ i　i　i　i2i十i　2i　i　i　i　i　i　iおぼえがら（覚）
??←
おほ之　どの　　（六、シ工戊是） li源／
おほくぢ　（尺℃フ）　① ／ii㍑ii／iiiiiiiおげルはじめ　（覚勅） i戊（！ おげえわたろ　（覚ち度）慣 i源／
おほくらきやう　（犬蔵卿）コ 　　　　　　　　　　　　‘i　i8i　i2i　3ili　i　i　i　i　i　iおぼおぼし　形
??←
おぽおぽsL　副
???
おほ1ナなさ ii／iii∫iiiiiiiiI　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　↓　　　　　I　　　　　I　　　　　I おほかう　じ　（穴・甘　多）　コ i大！おほがき（大垣） i源ノ
おほ1すなし　彬 i　i　i　i　i28i／i　2i　i　i　i　i　iおほがさ（穴班）
???
　　　　　　　　　　　‘おほかはのべ　（穴P1野旦）1古
??
おほこゑ（穴声） iiiii／iiii／iiiiおほかはみプ　（穴川水） i…原／おほかはよど　（穴川淀） i才／
おほし　（多）わ 80igi53i8i20i566iカi3磐　9i4i2i6i7i4おほかはらけ　（犬土器） コiた／1 おほかみ（穴棚
???
おぼし（冠）れ ／i　i／i2i　i／7i／iμi　i　i　i　i／i‘　　I　　I　　I　　‘　　I　　l　　｝　　l　　l　　l　　i　　iおほかみ（狼） i湯2おほかり（穴雁） i徒！
おばしあはす　（思含）千二 i　i　’i　i　i24i　i　i　i　i　i　i／iおほき　（犬城）　〔地る戊
????
おほきうみ（穴海） i才！
おぽしあまる　（毘余）⑮ iiliii4iiiiiiii’　　1　　’　　”　　　1　　；　　l　　i　　l　　l　　i　　lおほきおほいまううぎみ（太猷臣）伊／ おほきおIZどの（丸政人ノ殿）i尺2
?
お1奮レV、づ　　（巴出）　千　二 2i　i2i　i　i〃Si！i　／i　i　i　i　i　iおほきおまへ（大御前） i源1おほき杉のかた　（凡比力）i源3
お1ぎ　し　う　つ　ゐ　　（｝包4多）　四 ii／iii／iiiiiiii，　　°　　1　　’　　’　　”　　　i　　i　l　　i　　l　　iおほさ　ひ　じ　り　（六．聖）
…i万／
おほきみかど　（太御門） i才／
お　1奮　し　お　く、　　（思　置）　四 ／ii／iii〃i！iiiiiiiおほきみけしき（大老気色）コi遁／ おほきみしゐ　（王ゆ仕） コi源！
お　IZ　し　お　とゴ　ろ　く　　（毘鷲）　　四 ii／iii4iiiiiiii，　　°　　シ　　l　　l　　V　　l　　I　　l　　i　　’　　1　　’おほきみすがた　（穴多卒）i源2
｜
おほきみだつ　（穴君）　間 i蜘
おぼしかく　（思掛）　千二 i　i2i　i　i／4己i　i／i　i　i　i　i　iおほく　1二　　　〔人危〕 i竹／おほくにみナ乙ま　（大．圏霊）i万／
おぼしかへす　（思返）四 ii／－i／6iiiiiiiiおほくめ　　（穴久栄）
???
おほくめぬし　（穴来目幻i才／
チうlr‡1し　カ、ま，3・　（思楕）　千　二 i』　　i　／i　　i　　i　　6i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　iおほくら　（巨椋） i万／おほくら　（尺蔵） i湯3
おぼしくづほる　（毘頽）千二 i　i2i　i　i　2｝　i　i　i　i　i　i　iおほぐろ（犬罵う i万2おほげ『　（多）　〒移勤 i源／
おぼレさ杉む　（思足）千＝ iiliii／3ii…iii；iお1Zご（多） i源／おほさか（穴坂） i万ノ
お1ずし　さわ　ぐ　　（毘騒）　四 iiiii〃i／iilii｝iおほさき　（戊《．前駆）
???
おほさき　（穴崎）　〔地危〕1万2i
お1奮　レすつ　　（思捨）　千　二 　　　　　　　　、　　　　　　　　l　　　　l　　　　‘i　i　i　／i　i32i　i　i　i　i　i　i　iおほさと　（犬里） 鯖／ お1パ1エ（犬沃） i古／
〔注〕①「～の」（枕詞）εふくむ・
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おほしちつ　（生立）　下二
／i　i2i／i　i／gi　i　i　i　i‘　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　シ　　　　　1i川斥　　　　l　　　　I おほさゑ杉ん（大左衛門）コ涜 ?おほミ「んげ　（穴繊悔）　コ i紫／
お　1穿’し　た　つ　　（思　止）　　四 ii／i／ii仏5ii／iiii おほレ（凡）副
｜????
おほ　レ　　（多）　　〔人危〕 li源／
おぼレつづ’く　（毘続）千二 ii／iiiタgiiiiiI　　　　　‘　　　　　■　　　　　曽　　　　　l　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　1 iii‘　　　　l　　　　l おぽ’しあがす　（匙明）　■ i源十おぼしあがむ　O忍崇）　千二i源／
お1ぎしLがむ　（思冶）　千二 ii／iii5　i／iiii おぼしあがる　（思上）四 i綱お1ヴしあつ　（毘当）　下二 i源2
おぼしとどまる　（思止）四 l　i　’i　i　i　2i　i　i　i　il　l　ll　l　l コづ　1享’し　汐）　つ　カ、，3・　（毘汲）　四　i源　ちおげしあっむ　（恩果）　下二i源3
おぼしなげく　（是歎）四 i　　i　gi　／i　　i　7／i　　i　　i　　i　　iii2i　　　　　　　　　　　1お［客しあなプろ　（毘悔）田1源2
1
お1丁しあふ　（恩敢）　千　二 i剰
お　1ぎ　し　なス「　　（毘為り　　四 i　　i　／i　　i　　i32i　　i　／i　　i　　i”　　‘　”　　　1　1　”　　1 iii’　1　弓 おぼしあらそ・3・　（思号） 四i源1お1ヂレあわつ　（思「rえ）　下　二i源2
お［奮しな　らふ　　（足1貫）　ロ9 ii／ii／i／ii、iiii おぼレあんず（恩案）サ叡コi大11 お1ぎし　い　そ　ぐ　　（是急）　四 i剰1
お1ざレなゐ　（児《）　四 i噛i3iii傾　iiiiI　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘ iii‘　　　　I　　　　I おぼしいたつく　（毘労り四i源2お　1奮し　し、†二　る　　（思　至）　　ロ i源テ
おぼしの牝まふ　（毘宣）　四 iiii／i67i／iiiii おぼしいヒなむ　O忍熔） 四i源亨　1 　　　　　　　　　　　1お1奮レし、ら　る　　（用』鳥、）　下　二；源　6」
おほしま（入島） i　i　i　i　i　／i・i　i2i　il　　　　　‘　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l iii21　　　　1　　　　1 おぼしいる　（思入）四 i源／3お1ぎ　し　し、　ろ　　　（魁　入・）　　下　　二 i剰o
おぽしまどふ　（氾惑）四 iii／ii！2iiiiiii おぼしう　（恩得）　下二
???
お1宇し　うカ・る　（恩浮）　千二i源　1
1
お1ア　しみ†膓　る　　（巴多し）　千　二 iiiii48i／iliii■　　　　‘　　　　‘　　　　s　　　　■ iiiおぼしうたがふ　（思疑） wi源6おぼしうプもる　O忍埋）下二1ラ原／
おばしみる　（思見）　工一 　　　　　’　l　l　l　liiiii／ii／iiii　i　li お1ぎしうつろふ　（思移）ρi源／， おぼしうとむ　（恩疎）田 i糠5
おぽ’しめしいブ　O琶召出）下二 ii3iii／i／iiii‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l iii　　… おぼしう・んず（毘倦）サ幻源1おぽレえらぶ　（恩選）皿 1梁1
お！習し　めしよ　ゐ　（恩呂寄）　四 　　　　　l　l　l　　　iiigiiiliiiiii　liiiお1奮しおきつ　（毘提）　下二i源39お1奮’レおこす　（恩起）　四 i源6
おぼしめす　（毘多）四 ノi　igoi／i　2i　5gi／oi　i　i　iI　　　　　‘　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　■　　　　　■　　　　　‘ i～i午i おぼしおこたる　（匙怠り
　｜
四i舜4おぼ’しおごる　（思驕）　四 畑2
お1孝“し　や　ろ　　（思iき二）　糎 　　　　　　　　　｜i　　i　／i 　i　　i　62i　　i　　i　　i　　il　l　iiiiお1宇しおブ　（思怖）　ヱニ
???
おぼしおヒす　（恩口乏）　四 i糠7
おぽしゆゐす　（思借）活 ii／iii〃iiiii↓　”　　‘　’　　1　”　　‘　1iiil　l　lおげしおはしzす　（毘在）田i竹／　　　　　　　　　　　1おぽしおぽほる 〔思↓弱）下二 源／
1
おぽしよる　（思イ衣）　碑 ／：　：5：　：　：62：　：2：　：　：‘　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　び　　　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I 1　：　ll　　　　l　　　　I おぼしかしプく　（馴卑） 四iラ原6お1奮しかずまふ　（毘・数）千二i源5
おぽレわく　（思分）四 iii／ii／8i／iiiiI　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I i－‘　i　’ おぽ’しか1客す　（恩克）　四 悌2おぽ’しカ、1才る　　（更』曳）　ロ9 濠2
おぽしわする　（●．孝八ンハ⊃）千二 lllll／311／lllI　　　　　‘　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　’　　　　　・　　　　　1 ：　l　ll　　　　l　　　　． おぽしかへさふ　（毘返） 慣i涙∫おげしかへりみる　（思扉）虹一i源／
お1奮　し　9っづら　，3・　（思煩）　四 i　i　i　i　i22i　／i　i　i　il　　　　　．　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　　　l　　　　　l　　　　　シ　　　　　．　　　　　‘ iilil　　　　‘　　　　1 おぼしかへろ　（毘返）●
???
おげしがほ　（思腹）形釦 i馴
おほT　（生）ロ i　i2i　i／i　　i／i　i　i　i：ll21　　　　．　　　　1 お1奮しき　くト〔す　　（毘兆）　四 i源1おほしきぶ　（人式者P）　コ 螺3
おほす（仰）下二 25i　i／ooiチi　i3弁i7ヲi　5i　i　i／i‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　》　　　　　■　　　　　　　．　　　　　‘　　　　　l　　　　　I 固 　　　　　　　　　　　．お1ぎレ　く す　 （是屈）　サ隻コ；源2L おぽレくたす　（恩朽）w
???
おほす　（負・謀）　下二
2、、い：5、，u／，　il　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I i／il31　　　　1　　　　1
おぼしCらぶ　（思じじ）　丁二i源6お1ざしくんす　（思屈）サ支コi源／
〔注〕 61
62
徒i方i大i更i紫i源i枕鯖i後比沽i伊i竹i
おばす（②八⊃）ρ 3i　iえ2i　3i〃i／8《i3i／ヲi21i　i　i　i／i／8i、　　　　　、　　　　　“　　　　　、　　　　　、　　　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　‘　　　　　、　　　　　、 お1奮　し　け　フ　　（思消）　四 i源3お1奮　し　こ　カ《　る　　（蔑』焦）　　千　二i源　6
おほピ（仰） i　i／i　i　i　3i／i　5i　i　i2i　・i　4iお1ぎし　こ　こ　ろさ“す　（毘急）四iラ原2
…
おぼし二とわゐ　（馬断） 　1ゆi揚／
おほピごと　（仰・多） ／i　　i　7i　　i　　i　37i～6i　仁i　　i　　i　　i　　i　8iおぽレこのむ　（毘セ｝）四 i森1お1ぎし　こ　る　　（毘懲）　よ、二 i源4
お　IZ　ぞ　う　　（敷1召向）　　獅’カ iiii／i〆Oiiliiiiiiお［奮しさ　だ　ま　る　　（思定） 四i涙1コ弓［奮レ　ミ「　ま　す　　（思醒）　厄ρ i源2
おほぞら（尺空） iiiii5ii3iφi＋ii／i／おぼししづまる　（恩鍾） 四i源2おげししブむ　（思沈）　w 漂8
おほγ・カ・（八叱） ／iiiii　iiiiii／ii・おぼし　しつむ　（恩鎮）　下二i源’01 お1ぎレ　しのぶ　　（思忍び　ロg
???
おほち　（穴路） 与iiloi／ii8i6iliiiii’　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　び　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　，　　　　　■i2お1ぎし　しむ　　（毘染）　恒 i源ヲおぼ〉ししむ　（恩染）　千二 i源2
おほ吟（組父） 1　：32：　1　：　21　1　：　l　l　l／l　l「　　　　，　　　　．　　　　．　　　　’　　　　　・　　　　‘　　　　　　　，　　　　‘　　　　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　I　　　　l お1ぎレ　レ　らす　　（毘辰ワ）　千　二i…療2? お1ぎし　し　り　1∫つ　（更』※り※2千二己原　／?
おほぢおヒど　（祖父穴臣） ii2i杜チiiiiiiii‘　　　　　1　　　　　■　　　　　■　　　　　l　　　　　　　v　　　　　・　　　　　‘　　　　　．　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I お1ぎし　し　る　　（更』朱ロ）　廿9 i源8タお1ガししεる　（洛茎）　千二i源／
おほぢどの　（祖丈麗） 1　：2：　：　：　力　　：　：　：　：　：　：　：I　　　　I　　　　｝　　　　‘　　　　l　　　　　l　　　　l　　　　　　　’　　　　．　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　　　　　　　タ　　　　1 お1ぎしすぐしが’たし（毘過難）形i源
???
お1夢し　一す　ま　す　　（思ラ登）　セ9
???
おほっ　（穴ラ皐） iii／iiii／ii／iiii3おぽしそむ　（恩・初）　下二 i源3お1アし　f乙rジよ　’3、　（毘漂）四i源／
おぽつ．ヵ・なさ　（覚東無） i　i／i　i　i2／i　2i　4i　i　i　i　i　iお1奮し　たつ“ぬ　　（毘尋）　下　二i源2
1
お1きしたてな二ら1ま弓「（佐立慣）四i源　／
1
おぼつかなし　（覚）束撫）形 ／／i　i4i　／i　i〆3弱〃i2θi　8i　／i　2i　／i　i3’　‘　‘　び　”　　l　l　l　’　1 おぼしちじる　（恩辿）㊥
??
おぼしればかる　O＆き某） 慣i霧4
おほどか　形動 ……………4／…1……………iiお1奮しちゆ　　（思絶）　下　二 i源6お　1多　し　ナち　ゆ　r二／3、　　（　思才畠多易）四i源　3
おほとなぶら　（犬殿油） ii／iii／6i6iiiiiiiお1…ビ　し　つ　カ、3・　（恩イ吏＿）　　四 ｜i源2おばしつく　（毘イ寸）四 i源2
おほしの　（六殿） 　　　　　　　1　　　　1　　　　．　　　　I　　　　I　　　　Ii　i　li　i　i22i／i　／i　i　i　i　i　i8お 1ナし　つ　つ　む　　（思慎）　　四 i源7おぽレつむ　（隠詰）　千二 i源2
おほとのこ毛！る　（犬殿籠）四 ii2ii2i37i垣i］／iiお1奮　し　つ　よ　る　　（毘多曇）　四 1・厚2おぼしとぐ　（毘遂）　千二 i源／
おほヒ杉（人伴） i　i4i　i　i　　i　i　i　i　i　i　i5i／7おぼししどこほろ　（毘滞）四i源5おぽレLどむ　（恩メヒ）　下二i源〃
おほヒリ（穴鳥） ii／ii－iiiiiii2お1蓼し　と．ま　る　（思ユヒ」）　百 に おぼしとむ　（毘｛⑨）　下二 i湯1
お1ピしろ　（糺）千二 　　　　　　　　　，i　i i　i i　2i／i　i　i　i　i　i　iおぽ’し　と　ゐ　　（毘頁又）　、汐 i源7お1奮レ　亨　力く可　　（恩流）　ロタ i源／
おほなおほな　副 iiiii7ii／iiiiii　　　　　　　　　　　1おほしなぐさむ （思慰） 四じ原∫　1 　　　　　　　　　　　1お1アしなぐさむ　（思慰）下二i沸3
おほぬさ　（穴幣） iiiiiiiiii3iΣiiおぽしなずらふ　（思準）千二i源4お1奮し　なだ　う　む　　（思） 下二涛’
おほの　（犬野） i　　i　　i　　i　　i　　／i　　i　　i　　l　　i　　i　　i　　i7おぼしなびく　（思扉〕　四 i源7おぼしなほす　（思直）宙 i糾
おほ1‡ら　（穴原） ／iiiiiiii／ii／i2ii3おぽしなほろ　（毘直）四 擁■ おぼしなやみそむ0巳悩初）下二i豫1
おほはらの　（太原瞬） ／i　i3i　i　i　2i　∫i　i　i　i　i　i　iお1宇しなやむ　　（思・V茜）　⑮ 悌〃 お1ぎ　しな　り　ゆ　く　　（毘威Z「D四i霧　’
1
おほはらやま　（八原山） i／iliiiiiiiiiiiおぼしねがふ　（毘厩）四 i源∫おぼしねんず（思念）サ更コi源／
〔注〕
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おほひ（軌）　、 i　i　i　i2i　5i　i　i　i　i　i　i　iお1家’しの　く　　（毘退）　四　　　　　i源　　1 おぼしのこす　（毘残）四　　i源／
おほひめぎみ　（入姫名） ii6iii／iiiiiiiiお1れ・どむ（毘4ロ）．．iラ柘　　　　　　　　　　　．お1ずレはη、ら ふ　 （毘多†）　四i源　／
おほふ（覆）ゆ 5i　i　i　i　i　7i　2i　i／i　i　i／i／iおぼしはげむ　（晃励）四　i源2お1ガしはつ　O愚果）　千　二　　i源5
おほふね（八舵） iiiii　il－　ii／iii⑰　　　　　　　　　　　1お1奮レ　1∫な　つ　　（毘ち叉）　¢ヲ　　i源〃　　　　　　　　　　　1おぼしはなる　（毘離）　千二i源／0
おぼほろ　㍍弱）　千二 iiii／i6ii／i／ii／iii●　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　．　　　　　　　．　　　　　■　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　．　　　　　’ おぼしはなれがたし（兇離難）豹i源／お1㌢し　1審1夕ヵ・る　　（更』寸草）　1四i源’5
おほみかど　（八御門） iiiii　i／iiiiiii5おぽしひがむ　（毘僻）　千二i源／ 　　　　　　　　　　　1お1勧へだつ（形隔）千二瞬7
おほみき　（穴御酒） iiiii7iii－　i3ii〆　　　　　，　　　　　■　　　　　’　　　　　‘　　　　　　　‘　　　　　‘　　　　　’　　　　　‘　　　　　「　　　　　F　　　　　　　　　　　’ 彰う16「し　1まる　　（毘惚）　千　二　　　i元原　6おぽレまうく　（毘穀）　千二i源15
お13みや（六ち） ……、5…14…・91…一…／…i…・おげしまぎる　（毘紛）千二i源3　　　　　　　　　　　1 お1穿’し　ま　さ　る　　（児膿）　・　　i泳2　　　　　　　　　　　’
おほみやびL　（大ち人） iiiii／iiiiii／ii25お1奮しま　す　（思増）　田　　　　i三原　／おぼしまとはす　（尾纏）四i豫／
お1まめカ・し　　（鯖L）　村力 i　i　i　i　i／Oi　2i　i　i　i　i　i　iおほしまはす　（思到旦）　四　　i源3　　　　　　　　　　　1 おぽレまよふ　（毘逆）　四　　i遁／　　　　　　　　　　　1
おぽめく（脆）● iiiii／・i2i3iliiiiiお1奮　しみだ　る　　（毘看し）　ψ　　　i犬　／お｝3「しむす1子13　る　（買』46）千二i源　／
おほやけ（公） 2i　i／Oi　2i／i　62i　2i　3i　i　i　i3i　3iお1奮　レ　む　つカ、ろ　　（恩憤）　¢ヲi淵L　1　　　　　　　　　　　‘ おげレめぐらす　（毘廻）四i源28　　　　　　　　　　　1
お1害やけおほや1す　し　（公公）勅 i　i　i　i6　2i　i　i　i　i　i　i　i「　　’　　”　　「　　’　　i　　i　　i　　i　　i　　｝　：‡づ1奮し　めしあ1才丁（毘召令うT二i太　～お1ぎしめしおきつ（毘召才是）千二i♪⊂　1
お1まや町ごと　（公亭） i　i2i／i〆i　23i　i　i　i　i　i／i　iお1ぎしめしがずまふ（毘召教）下二i癩／ お1ヨr　し8）しカ、1才る（恩呂　更）　ロg　i源　　’
おほやけざま　（公才菜） ii／ii／i／3iiiiiiiiお1丁しめしくはだつ（思多企）千二i大一1　　　　　　　　　　　‘お1奮しめしぐわんず（毘名願）渡コi犬’
おほやけどころ　（云所） 　　　　　　　l　l　i　I　I　Iiiiii／iliiiiiiiお1τ　し　め　し　れ　つ　　（思召　fL）四i大　　’おぼしめしなげく（鴇召歎）四i源1
おほやけびと　（公人） iiiii4i／iiiiii／i　　　　　　　　　　　｜おぼしめしなやむ（思Z悩）四1源∫　　　　 　 　　　　1 おぼしめ．しならふ（毘召慣）四i大1　　　　　　　　　　　‘
お　1害や1ナわf三　く　し　　（公4ム） 　　　　　　　I　I　I　I　l　li　i4i　i　i20i／i　i　i　i　i　i　iおぼしめしなゐ　（毘召灰）四i尺／，お1奮レめしはなつ（毘召放）ワi淵L1
おぽゆ（勉）千二 65i　3シo巧37i20iZζ5i／留iμ612i　l　i／oi／2iおぼしめしはぱかる（是召悼）プ尺， お1ぎしめしまどふ（感呂惑）旧i源／　　　　　　　　　　　1
おほよそ　（凡）副 2：　：5：　：　1　2：　：’1／l　l　：　：　：■　　　　　，　　　　　，　　　　　．　　　　　1　　　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　　　　　　　　1 ］づ1ず　しめ　し　や　る　　（更｝多遣）四i元原　1おぼしめしわく　（毘多分）四i源1
おほよそびと　（穴凡人） i　i　i　i　i2i　i　ili　i　i　i　iおぼしめしわすろ（尾召々）千二iXlお1ずしもてなす　（晃椅成）四i更　l　　　　　　　　　　　I
おげろ（1弱）千二 ∫iiiiiliiiiiiiiお1ずしわのす　（恩物）　す蔓i源／おfぎレや寸　ら’3・　（更』イ禾）　wi…魂　7
おぼろ（脆）約勧 ui／ili午iiliiii／uお1㌢し　ゆ　ブ　る　　（晃き農）　四　　　iラ原　4　　　　　　　　　　　． おぽレゆるぐ（馬揺）w　i札／
おぽろげ　（脆）影勧 i　i8i　i／i乎δi　7i　2i　2i　li　i　i　iお1丁しよす「（恩易）　下二　ら原3 お1ヨrレよ　そふ　O色孝）　千二i源　／
おほゐ　（犬搾・犬堰） 1｝M㍍5ii2iiuuおぼしよろこぶ（旦喜）四悌1おぼレよわb　〔毘弱）　’　i嘉7　　　　　　　　　　　1おほゐがは　（穴井川・大堰llり2i　i2i／i　i　／i／i　i／i・i／i　i　iおぼしわきまふ　（恩弁）千二i源1　　　　　　　　「 お1ぎし　わく　　（恩！分）　下　二　　i埠2
〔注〕 63
64
徒i方i大便i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おまレ（御座） iiii7i50i2iiiii／iiおげしわ杉る　（恩波）　四
????
おぼ’しわぶ　（晃花）　L二 i源8
おも　（面） iiii十i35iヶi仔i∫－3i／i／i／おほす1†（穴輪） ??? おほピおく　（仰置）四 i源2
お　も　お　も　　し　　（重　重）　賓多 iiiii18i∫…－iiiお　1き弍撒力く・ご　　（イ”F書） i祉2おほせつかはす　（仰重） 砂i源／
おもがくし　（面隠） i　i　i　i　i　2i　／i　i　l　i　i　i　i／おほでもて　（負括）　句
????
おほせられかく　（仰掛井二i枕11
おレカ・げ（面寮勾 ／i　i　i／i／i33i　i　i31　i2i　3i　i’3‘　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　L　　　　　‘　　　　　L　　　　　‘　　　　　I　　　　　Iおほた　（入田）　〔姥る〕 i源／おほ巨ぎ　（大滝）　（地危〕 i万／
おもがはハ　（面更） i　i　i　i　i　4i　i　i　i　i　i　i　i2おほち（尺鈎） iエ／　　　　　　　　　　　1おほ■おほいどの（祖父犬殿）：犬／
1
おψぎらひ（面嫌） iiiii／ii／iiiiii’　’　’　’　’　　”　　‘　L　’　l　i　iお1雲写がf二（祖叉方） iイタ／ おほぢちか（穴路立）形動i批／
おも｜r　（麦）砲勧 iiiii／i／i－　iiiiおほぢ’みや　（祖又宮）
???
おほちよぎみ　（大千与君）i犬2
1
おもし（重）形 7i　2i／oi／i／i　76i／i　5i／i　i2i　i2i／l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　　　‘　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　歌おげつかながる　　⑮ 碑／0おほつち　（太地） i万2
おもしろし　（面白）　形 9i　i6i／2i／3i／4／i／3i　4i　i7i　i／3i　3i　5お1行ら（犬寺）
????
おほどきすぐ　L二
???
お　も　だ　杉　し　　（面江）　形 i　i／i　i　i20i　2i／i　i　i　i　i　il　　　　l　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　l　　　　I　　　　‘ おほどく　ロ i埠10お14と　なく〃）・3ミら　　（犬殿ラ由）　i源　！
お右†三仁レ1ず　　（面立、〕　1移動 iiiii3ii／iiiiiiおほLのあぶら　（大澱沙）じ原／1 おほLのがた　（六、殿方）
???
おんて　（面） ノi　i〃i3i　2i．％i／oi　7i／i／i／i　2i／i／‘　’　’　’　’　　”　　i　i　i　i　l　lおほとのこ初いる（犬殿籠入）四i源2おほヒのこもりおく（犬1殿罷起）」二司源チ
おむてぶせ　（面伏） 1：：：17：31111111、　　　　‘　　1　　　　‘　　　　1　　　　　　‘　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　I　　　　‘　　　　　　　　　　　　1 おほと⑳こも　りお1才レますi枕2｜ おほとのこもり　く　らす （穴i源／　｜
おむと（御許） i　i／i　i／oi　25i　5i　2i　i　i　i　i　i‘　’　”　　‘　　1　；　i　i　i　l　l　i（大殿乖在）口 i 殿籠喜）口 i
おむじ（重荷） ：ll：：　：：1／ll／lll．　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　f　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　「 おほヒのこも　9すぐ’す （穴i源2　： おほLのぽら　（犬殿腹） i源／
おもの（御膳） i　i4i　i7i　3i　6i　i　i　i　i　i　i’　‘　’　F　1　　”　　i　i　i　i　i　i殿罷鑑）四 i 　　　　　　　　　　　1おほとのおたり　（大殿辺） ???
おニレのやどハ　（御膳宿） ：　1　：　1／：　：2：　：　：　：　：　：　：1　　　　　，　　　　　、　　　　　L　　　　　｝　　　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l おほなこ　（穴危児）　（人名〕i万
??｝
おほなむち　　〔人）も〕 i万午
お右はぷ　（田、’u）　千二 ii－ii／iiiiiiiノおほなわ1二　句 「???? おほなゐ（犬地震） iカ2
おしひ　（恩） 　　　　　　　　I　　　　　　　　　I5i午i 4i仁i／i／56i i／Oi40i　2i25i　7i　5i2おほに　（穴）副 i万／おほにふだうどの（穴入・遭レ殿洞大〃
おもひあかす　（思明）四 iiiii8i／i／iiiiiiおほぬし　（穴主） i万／おlaぬすびと　（穴盗人）
???
おむひあつかふ　（思扱）四 ：　　：　／1　　：　　：／7：　　：　　；　　1　　：　　：　　：　　：l　　　　l　　　　l　　　　，　　　　l　　　　　　I　　　　）　　　　L　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I おほね（犬才艮） 池1お1まのか　（穴）形動 i枕／
おもひあつむ　（思集）　千二 一一i31i／i－iiiおほの　がはら　（八野）・1原）i万　ノ1 おほの●　（穴野路）
???
おtノひあなブる　（毘イ毎）　四 ／iiii／i4i／i／iiiiiiおほのびに　副 i万／おほのやま　（穴野山） i万ノ
お．もひあはす　（毘合）千二 一iii3／i／i－ii一お1まのら（穴野）
???
おほのろ（入野）
???
おもひあふ　（思合）　四 iiliii8ii／i／－iiiお1穿1ゴ（祖母） i太／おほば二　（大乗チ） i蜻ノ
〔注〕
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おもひあふ　（毘敢）下二 i　i　i　i　i2i　i／i　i　i／i　i　：1／おほはし　（人携』） i才2おほ1ゴやま　（九葦山） 11万2
おレひあまる　（思余）四 i　i　i　i　i／2i　i／i　i　i　i2i　，：／おほはらへ（入板）
…???
おほひ（大炊） i太2
おもひいく　（思行）　四 一iiii／i2iiiiiiおほひく　（覆来）・ガ史 i万／おほひぢハき　（穴策）コ i源1
おもひいれる　（思至）四 iiiii5『ii／iiliiiおほひつかさ　（入炊寮） i柏おほひてんわう（大炊天皇）コi入／
．
おfノひいプ　（思出）　千二 5i　i4i／7i　3i2臼〃i／タi〃i　5F　5i　4i／i5おIZひどのL　　　　　I　　　　　‘　　　　　1　　　　　L　　　　　　　⑯　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　F （犬炊殿） i源／おほひ［ゴ（覆4司） iフテ／
おCひいで　（思出） ／i　i／i　i2i　5i／i／i／i　l2i　i　iお1まひKやま　（大比礼山）i批／? おほほし（穣）形 i万’9
おもひいる（鳥入）四 iiii／i／5i／i5i／｝］／iiおぼ1ヨす（恩）四 i蜻／おぼほれあ・3・（溺含）　四 i…藏／
おもひいゐ　（思入）　千二 ノi　　i　　i　　i　　i　　gi　／i　／i　　i　　i　　i　　i　　iおぽほれさわぐ　（溺③ ロi源！　1 おぽほれゐる　（溺居） レi源2
おレひう　（思得）　下二 ／ii／iii／2i／…　iiiiiI　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　　　‘　　　　　」　　　　　づ　　　　　オ　　　　　1　　　　　‘　　　　　1　　　　　シ おほまへつぎみ　（尺臣）
????
お1まみ（穴忌） i後’
おψひうず（毘倦）サ更 iiiii2ii／iiiiiiおほみあかし　（大御灯明）1源／? おほみ・あそび　（穴御遊）
????
おもひうr二がふ　（思疑．）四 iiiii2i…iii／iiおほみおほつぼヒリ（大．御入壷取）i源 ?おほみかみ（穴御ネ申） i万十
おレひうんず（思倦）す更 iiiil　l／iiiii／一おほみ・ぎり　（穴砺）
???
おほみけ　（大御食）
???
おむひおきつ　（毘捉）　下二 ／一／ii｝／3－iiii一おほみこL　（入命） i万∫おほみだう　（八御堂）　コ i八／
おむひおく　（思｛置）⑮ 　　　　1　　　　、　l　　　l　l　I　li　i2i　i　i／5㎡i　i2i／i　i／i　i　iおほみつ（穴水）
????
おほみ7　（犬御手） i万2
おもひおくる　（思後）　千二 一一ノi2iiiiiiiiおほみなヒ　（穴湊） i工4おほみねどほり　（犬峰蓮） Ii蜻／
おもひおこす　（思起）四 iiii／i／Oi／iiiiii／iおほみのはら　（入海原） i万1おほみふね　（犬御舟） i方3
おもひおこす　（思致）　下二 i　i　i2i　i　4i　i　i　i　i　i　i　iおほみま　（八御馬）
?????
おほみみ（八御身） Ii万／
おもひおとす　（思落）　四 　　　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　Ii　　i　　i　　i　／i／8i　／i　　i　　i　　i　　i　　i　　iおほみゃすんどころ（人御息所）i伊2おほみやつかへ　（尺ち杜）i万2
おもひおもひに　（思思）副 iiiii／ii／iiiiiiおほみやどころ　（穴彦処）i万／0
｛
　　　　　　　　　　　　‘おほみやのぼリ　（大ち」二）i犬2
おもひカ、力、ゐ　（恩掛）　吟 　　　　　　　　　‘　　　　Iiiiii／i／iiiiiiiおほみ二ゆき　（大行幸） i伊2おほみよ　（尺御世） i万／
おもひ0、く　（毘掛）千二 2ii”i3i2i33i7i8i3ii／i3iiおほみわ　（犬神） i万1おほもく　（穴未工）　コ
????
おもひカ’しプ〈　（思傅）四 i　i2i　2i　i／午l　i　i　i　i　i　i　iおほや　（穴象）　〔地ろ〕 i〔万／ おほやう　（八梯）　副コ i徒3
おもひかぬ　O＆禿塩）　千二 一i…1－i…iii／oおほやうげ　（財工）彩勧コi枕／ おほやけ　（八宅）　〔人舟戊 li入1
おもひかはT　o巳欠り四 1　；　1　：　：12：　／l　l　l　：　i　／1　11　　　　　．　　　　　之　　　　　1　　　　　＄　　　　　　　6　　　　　v　　　　　L　　　　　．　　　　　L　　　　　l　　　　　l　　　　　‘ おほや1丁がr二　（公方） i源2おほやけがf膓さ“ま　（公方祥）i源2
おむひかへす（毘返）口 i　i　i　i　i20i　2i　2i　i　i　i　l　iおほやけし　（公）形 i枕1おほ¶†プカ’ひ　（公梗）
???
おもひがほ　（竃顔）杉勤 　　　　　　　　I　　　　l　　　　・　　　　、　　　　，i　i　i　i　i　2i　2i　／i　i　i　i　i　iおほやけ1丁ら　（公腹） i※ノおほやけ1まらだ杉し（公腹江）形β療／
〔注〕 65
66
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おもひき　ゆ　　（思：肖）　千　二 日iii2ii；3ii2Uiおほや1丁ぱうだつ（公腹立）四i枕∫おほやけ≠つり　（公塔） 汰2
おもひく　（馳釆）　力史 i　i　i　i　i　i　i　i’i　i！i　i　i2おほやけわの　（公物） i人1おほやけわざ　（公亭） i剰
おもひくだく　（思砕）　四 i　i　i　i　i　2i　ili　i　i　i　i　iI　　　　　L　　　　　■　　　　　■　　　　　■　　　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　1　　　　　． おほやしま　　（六s八，寸1） i糠1おほやレろ　（大祉） i徒／
おもひぐ　ま　（恩隈） iiiii〃i2ii／－　iiiおほやの　（八象野）
???
おほやま　（大㊤） i万∫
おもひくらす　（思碁）　四 i　i　i　i　i　∫i　i2i　i　i　i　i　i2．　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　　　I　　　　　．　　　　　‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　■　　　　　． お　1∂や　iま　と　　（穴　日　孝～・） i万1おほやまもり　（大山守） 悌ノ
お右ひくらぶ　（毘比）下二 ’iiiii／5iiliiiiiiおほゆき　（八雪） i万3おほよど　（穴淀） iイア3
おもひくんず　（毘屈）　サ更コ i　i　i／i　i　2i／i　i　i　i　i　i　i‘　’　’　”　　　‘　l　l　l　l　l　l　lおほろがに　（凡）副 i『万7おぼろづき　（月驚月） i徒／
お右ひこがる　（毘焦）　千二 iiiii／iiiliiiiiおぼろづきよ　（脆月夜） i源3おほわ　（穴輪）　〔惰の名］1
??
おむひこ　る　O巳懲）　エニ i　i　i　i　i　2i　i　i／i　i　i　i　iI　　　　　I　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　■　　　　　■　　　　　1　　　　　’　　　　　1　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘ おほわだ（尺曲） i万／ おほわだ　（入4ロ田） 〔’巴危〕i万1
おもひさだむ　（xも定）　千二 ∫i／i／i　i　i17i　i2i　i　i　i　i2iおほゐぐさ　（大蘭阜） i万1お1ま　ε　そ　ど　つ　　（六L嘘鳥） i万／
おもひさはろ　（恩障）　四 iiiii∫ii’iiiiiiおほん（御）梼鋳 i源1おましどころ　（御庄怖） i源9
おもひぐわぐ　（思騒）　四 i　　i　　i　　i　　i　7i　　i　／i　　i　　i　　i　　i　　iおみ（臣）
???
おみ（臣）　（ネ危〕
???
おもひしのぶ　（恩忍）　四 一　i－　li－1一　一　i’　’　’　’　’　　’　　　”　　1　　　｝　i おみまろ　（竜美麿） i犬1おむな（遁） iス「／
おもひしむ　（思染）　w 　　　　　　l　　　　　　li　　i　　i　　i　／i　’7i　2i　　i　　i　　i　　i　　i　　iおむろ（御室） i彼，1おめがはり　（面支） 〔東語〕i万1
おもひしむ　（思染）　千二 iiiii3i／iiiiiiiおめほと　（恩）　句　〔索語フi万｝　／ おも　（母） i万5
た｝もひしる　（毘・※ロ）　恒 　　　　1　　　　　、　1　．　I　I　I4iii3i乎i／3／i4i6i3ii亨i／iiお　も　ヵX　く　す　　（預ラ隠）　　ロ2 i源1おもかた（面形） i万2
おもひす　ぐす　（思過）　四 iiiii4ii／iiiiii’’　’　’　’　’　　”　　‘　‘　l　l　i　iおもさ（壷） ｜i源∫ おもし　（重） i源／
おもひすっ　（思捨）　千二 ／i　i　i　i　’i3’i　2i　i3i　i　i　i　i’おもしろさ　（面白） iラ原5おもだか（．尺瘍） i枕／
おレひすてがちし　（毘捨難）形 liiiii＋iiiiiiiiおもたかぶた　（面あ夫、駆）
???
おもだ†二しさ　（面立） i源∫
おむひ七く　（毘堰）惚 1い　一　　lillllll－I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　‘ おもちぢ　（母父）
???
お　もノて　お　ニ　レ　　（面起） 瞬2
お　も　ひ　そ　む　　（2シネ刀）　千　二 i　　i　　i　　i　　i　／8i、　i　’i　4i　　i　5i　　i　　i乎l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　■　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　‘　　　　　之　　　　　． おも　と　びと　　（稚F言午人、）
???
おもなさ　（面無）
???
おむひちつ　（毘iL）四 41　1／121　1331／；／21　1　1／；　；　；I　　　　V　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　．　　　　‘　　　　l　　　　　　　　l　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　l　　　　．おものちな　（御膳棚） i枕／おもはし　（毘）形 i枕1
おむひEど’る　（毘泌L）　四 iiiii5i／i｝iiiii　　　　　　　　　　　1おもひあかしくらす（更明嘉）四 源　／． おもひあがろ　o巳上）田
???
おむひ杉のむ　（毘頼）⑯ iii／ii　iiiiiiii〃おレひあく　（恩飽）四 i源1おレひあつ　（思当）　千二 i源2
おもひおゆ　（恩絶）　下二 ii川ii／2川i2i〆iiiii21　　　　　，　　　　　1　　　　　，　　　　　●　　　　　　　1　　　　　，　　　　　1　　　　　‘　　　　　1　　　　　　　　　　　斥　　　　　1 おもひあらたむ　（思改）千二ら原3
1
おもひありく　（思号）　ロ
??
おもひつく　（恩付）四
2いH：2、一一i－／l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　，　　　　　■　　　　　，　　　　　l　　　　　l　　　　　c　　　　　　　　　　　　l
おむひいそ　ぐ　（思急）　四 i埠7おレひいたザく　（晃労） 四i源2
〔注〕
徒i方i大連i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おψひつ　く　O琶尽）　エニ iiiiiii／iiiliiiおψひいちり（思至）
??，
おもひ」・でがほ（毘出顔）¶多動i枕／
おも　ひ　つづく　　（氾続）　下　二 ili／陥3i65ii5i－　iiiおもひ、、でなき　（思出ラ．且）i靖
??
おレひいτわらひ　（毘出笑）i霧tノ
、
おもひつむ　（恩諾）　下二 iiiii5uiiii／iiおレひいとなむ　（思営） 四i源／おもひいどむ　（毘挑）　㎜ iラ原2
おもひで　（毘島） iiiiiliiiiii∫iiおもひいぶ　（愚宅）　⑮ 畑3おもひいらる　（弛鳥）　千二i源午
1
おもひとどむ　（匙留）下二 i　　i　　i　li　　i　7i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　iI　　　　’　　　　訟　　　　l　　　　I　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　Iおむひうカ、る　　（思ラ多）　下二i源　／ おルひうしろみる（毘後見）上＿瞬十
おレひとる　（毘取）四 ／i　　i　　i　　i　／i　7i　　i　　i　i　　i　　i　　i　　iおもひうしろむ　（思後）上二i紫
???
おもひうつゐ　（思移）　四 瞬5
おt・ひなげく　（思歎）w i㍑5ii3gi2i2i甲i2iお杉ひうつろ小　O巳移） 四i源／おもひうとむ　（思疎）　四 i源5
おむひなし　（思為） i　i　i　／i　∫i2／i　i　i　i　i　i　i　i　　　　　　　　　　　1おもひうらがる　（思） 千二1万
???
おも　ひ　う　らぶ　る　　（、ρ，’〉） 千二i万／
おもひなす　（思為）四 ii／i川ム与ii3i∫ii2iハiI　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．　　　　．おもひうらむ　（思恨）　上二i源／ おレひえがたし（毘褐艶）形i源1
おもひなほす　（恵直）四 iiiiigi・1iiiiiiiおもひおくゐ　（題遂）四
???
おレひおこたろ　（思危） 四i源2　1
おんひなほる　（思直）・9 i　i　i　i　i　3i／i　2i　i　i　i　i　iおも　ひおごる　　（思縞）　回 i源／おもひおどゐ　（毘％）’ i源／
おもひなうふ　（思慣）　四 l　l　l　l　：　21　1　1　：　l　l　∫：　tタ　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　｝　　　　　　　　　　　l　　　　lおレひおどろく　（毘驚） 祖鴻2　1 おもひお1≠す　（毘在）四
???
おもひなる「（思滅）回 i　i　i　i　i47i　i2i　’i　i　i　i　il　l　’　‘　「　　’　”　1　’　i　｝　l　iお’もひおよびがほ（思及顔）櫛源
?
おむひおよぶ　（毘及）　● i源7
おわひね（港寝） i　i　i　i　i　　i．i　i2i　i　’i　i　iおレ　ひヵ、かザらふ・（尾） 回i源3おもひかしこまゐ（思畏）四i源／
おもひのこす　（恩残）四 i　i　i　i　i　7i／i　2i　i　i　i　i　i‘　’　’　’　’　　”　　　　l　l　’　l　lおもひカζf∠し　　（毘難）　形
｜??
おもひかちらふ　（尾語） 　1四i源／
おむひのぶ　（毘伸）　下二 おもひがなし　Oも悲）膨 i方1お．もひがは　（毘珂） i後ノ
おもひはげむ　o邑励）・ iii／iiliii－　iii”　　‘　’　’　”‘　”　　l　i　’　1おむひかはゐ　（見更）四
｜???
おもひかへゐ　（思返）四 i靖2
おも　ひは　じむ　　（恩初）　下　二 1：：／ll5：1／1：llllr　　　　．　　　　，　　　　l　　　　l　　　　　．　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I おレひかまふ　（思檎）　下二i源5おもひきほふ　（恩競）ψ 糖／
おもひに「つ　　o巴果）　千二 i　i　i　i　i20i　i午i　／i　i　i　i　i．　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　．　　　　1　　　　． おもひきる　（思切）回，
｝????
おもひぐさ　（思草） i万1
おもひはなつ　（恩放）四 ll：：1／8：／1’lllll：S　　　　l　　　　l　　　　l　　　　，　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　　　　　　　「　　　　‘ おもひくす　（是屈）rr更コi源6おもひくちす　（恩朽）四 i源2
おもひはなる　（思離）千二 i　i　i　i　iヲ3i　i2i∫i　ili　i　i‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　v　　　　η　　　　．　　　　‘　　　　’ おもひくだす　（毘下）ヴ i従1おしひくだる　（思千）四 i源／
おもひふ了　（是臥）四 ：1：ll51／13111：：：■　　　　■　　　　．　　　　■　　　　■　　　　　　，　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　．　　　　． おtノひ　く　づ1ま　る　　（思頽）下二i元原2おむひく1まだつ　（恩企）千二i源／
おむひまうく　（毘設）　千二 i　i　i　i　i　5i　2i　’i　i　i　i　l　il　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　．　　　　，　　　　‘　　　　1 　　　　　　　　　　　1おもひく　はこふ （竃カロ） 千二 ラ原　1
1
おもひくゆ　（毘悔）　エニ i万／
おもひま、さる　（思勝）四 llll／1午lllll：：：　　　　　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　ll　　　　‘　　I　　　　l　　　　l　　　　　I　　　　　　l　　　　l　　　　　　　　　　　　． お毛ノひ　く　ら　し　　（更』纂） 活／ おレひぐるし　（思苦）杉 i巧1
おもひます　　（濯1増）　悟 ii－　i4iiiii／i／ii3“　、　”　　1　　”　　‘　1　’　1　1　’おもひげ　（巴）彩動
???
おもひけつ　（毘ラ肖）　・
???
おも　ひ　ま　ビ3・　（毘惑）　もロ ：　：　1／l　l2’1　：21　1　1　：　l　l／1　　　　．　　　　l　　　　l　　　　．　　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　1　　　　　　　　　　　　． おもひこうず（恩困）サ受コi源1おもひこころ㍗す　O包走）四i兎2
〔注〕 67
68
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i俵竹i
おもひまはす　（思廻）四 li㍍ば＋i／i㍑i㍑おもひこころみる（罵試）上弓紫 ?おもひこのむ　（思好♪四 ※／
おむひみだる　（恩6し）　千二 ／iiii／i8／i3i6i3ii司　ii／6おむひこふ　（思絶）上二 i万3おもひこむ　（思込）　千二 Ii後／
おむひみる　（毘見）エー iiiiiii／iiiiii／お礼ひさだ≠る　（惑定）⑮i源2おもひさfジめがれし（兎・足難）形i源／
おむひめぐわ育　（思廻）　四 iii－3軒　iiiiii〆i　　　　　　　　　　　1おもひさだめがぬ（児定千嬉）千二1源11 おもひミ「欲す　O巳暖）　・ i源〃
おもひやす、らふ　（思休）四 i　i　i　i　i　2i　i／i　i　i　i　i　iおもひしづまゐ　（毘鍾） 四i源ムおもひしプむ・（竃沈）　● i源／9
おレひやむ　O巴止）四 i　i　i　i　i　3i　i　i2i　i　i　i　i／　　　　　　　　　1おも ひ しっ“む　　（耀』鎮）　千　二1源26
1
おもひしなゆ　（恩幕）　千二i万3
1
おむひやり　Oも遣） U／i㍑3φ2i2U　パ　㍑”　　1　”　　　1　’　’　”　　‘　l　lおも　ひ　し　ぬ　　（思死）　ナ　莫 1万／おレひしのびがちし（恩忍難）荊涛2
おむひやる　（思遣）遠 ／i！i2i　7i午i／09i／3i16i／2i　5i　3i／i　i7おもひしのぶ　（思忍）　上二i源3
1
おもひしみ1才つ（恩ラ参果）下二i更　／
1
おもひゆC　（亀行）　四 i　i　i　i　i　　i　i　i　i　i　i2i　i／おもひしめる　（思湿）　回 i源3おもひし　らす　（恩知）　下、二i源2
おむひよす　（匙寄）　千　二 ’iiiii3iiiiiiiiおもひしりはじむ（思知初）千二i源11 おもひしりゆく　（毘なロ行）四i源　11
おもひよ　そふ　　（恩比）　千二 ’i　i　i　i2i　gi　i　i　i　i　i　i　i’　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　I　　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　，　　　　． おもひし乞る　（恩萎）　下二i源1おもひすぐ　（思過）　エニ i万6
おレひよる　（患寄）四 4i　i7i　3i　i〃8i　2i　2i　2i　i　i　i　i／おもひすごす　（恩過）恒
????
おもひすてはつ（思捨果）千二i源／
1
おもひわ人　（竃分づ　θ ／i　　i　　i　li　li　20i　　i　2i　i　　i　　i　　i　　i’　‘　’　ぐ　ぐ　　1　‘　　　　i　l おCひすます　（思ラ登）　頂 i源13おCひそふ　（思糸）●
???
おむひわする　（恩危）　千二 　　　　　　　l　　　　　l　l　liiiii5i／iiii－　i／おもひそふ　（思膓条）　千二 i源2おもひたがふ　（毘並り　下二i源［／
おむひわたろ　（思渡）● iU2ii32iiilii’…／…i4おもひ七けぶ　（思猛）　田 …i万1おもひちだよふ　o巳裸） 　｜間1源∫　1
おしひわづらふ　（思煩）凶 　　　　　　　　　　l　l’i　i　i2i　i／6i／i　2i　i　i　i　i　i／おもひたちがたし（毘立難）形i源　1おもひたちはつ（毘江果）千二i源1
おしひわぶ　（思柁）エニ iiilii’giii2iii4i2i2おもひたばかる　Oを謀） 　｜声r
????
おもひf二はる　（毘戯）　下二iち　／
1
おもひゐる　（氾雇）　上一 i　i　i　i／i26i　／i　i　i　i　i　i　iおcひたゆ杉ふ　（毘）　四 i源2おもひたゆむ　（思弛）　切 i源3
おもひ乞り　（毘居）ラ曳 iiiii2ii〆iii／i／i／i2おCひたらほす　（恩足）wi万2
1
おもひたわむ　（思垢）炉 i万／
おし3・（毘）四・ 　　　　　　　　　1／2！i　十i／55i件i　6¢i2％8i2ま3i解シ亮2i　27り63i／／8i　46i％oおもひつ　（是出）　下二 i万7おもひつくろふ　（毘繕） 四i源1
おt！ふおもふ　（匙恩）　四 iiiii5ii5iiiiiiおもひつつむ　（毘慎）⑮ i源3おレひブ孝　（馬字） i万2
おしほ〔す　（恩り四 ：　　：　　：　　：　　：　75：　　：　　：　　：　　：　　：　　：　　：ノ81　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　　　．　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　，　　　　プ おもひつみく　（思積来）力曳i万
?
おもひつよる　（冠強）　四 i枕’
おも1蓼ゆ　　（思）　千　二 iiii2i27ii6i’gi亨i〃‘i6i／i以おもひつらぬ　（亀連）　千二i古1　1おもひでど二ろ　（魁出所）
??
おもむき　（趣） 1：’ll：：ll〃1：：1：：ll　　　　皇　　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　，I　　　　l　　，　　　　プ　　　　　　　　　　　，　　　　1 おもひとがむ　（毘筈）　千二i豫2おもひとく　（馬解）　回 i祝1
おもむく　（匙）四 3iiiiigiiliiiii／iおもひどち　（田八Σ） i剰おもひとち’む　（毘）　下二
????
おももう　（面持） 1…………6…／…u…iilおむひLどこほる（兎ラ苧）四i源／おもひと　ま　る　　（思』L）　⑮ ?…??
〔注〕
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
お毛やう（面棲）コ iiiii3i／ii－iiiおもひLむ　（思留）千二　i源1　　　　　　　　　　　　1お毛ノひどう　　　句　　　　　　　　　　：万　／
おもりカ・（蜜）形動 i　i　i　i／i／8i　i　i　i　i　i　i　iお｛6ひながす　（思・流）　’　；源2　　　　　　　　　　　　1おもひながむ（毘眺）下二麟2
おもる　（重）四 2ii3iii4iii－i㍑おもひなぐさむ　（思慰）　ロi源3おもひ　なぐ　ざむ　　（毘ノ題）下二i源り8レ
おや　（親） 7i　／i〃i∫3i4i∫70i2斜　7i　∫i2i／igi6i∫ち　　　　．‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rおもひな1アかふ　（毘嘆）四i万　／　　　　　　　　　　　　Lおもひなげきあふ（思歎合）四i源2
おや二　（親、iナ） i／i…igiiiiiiばおもひなずらふ　（思準り下『源3 おもひなだらむ　（恩）　下二i源1
おゆ　（泥）エニ ／8i　／i　6i　／i　　i　／7i／oi　2i　4i　　i〃i　／i　　i　8おもひなやまし　（恩悩）形i源　／ おもひなやむ　（思悩）　口　　i源7
およずく　千二 ／ii2iii23iiiiiiiiおもひなりゆく（恩成行）四瞬1 おもひねんず　（題冷八一　ノ））サ爽コi源2
および（指） 　　　　　　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　li　i3i　i　i　3i2i2i　i／i　ili　i／おもひのたまふ　（思宣）四i源6　　　　　　　　　　　　1 おむひのど≠ろ（賠・）四i源／
およが（及）四 6i　8i　8i　～i　／i　36i　6i　　i　　i　　i　　i　　i　　iおむひのどむ　　（毘知）　下二ら房／∫ おむひのぼろ　（毘よ）田　i源6
おりく　（千釆）ヵ叉 i　i∫i　i　i　　i2i　li　i　i　i　i／iおもひはかり磁）　　i人／　　　　　　　　　　　　’おもひはかる　（毘量）ロワ　i竹／
おりr・つ　（下立）四 liiiii22ii嘱iiiiおもひ1‡ぐくむ　（毘育）四iラ原2おもひはなちが砧（毘放難形源1
おり　の1ぎる　　（千上）　田 　　　　　　　　　　Ii　i／i　i／i 　i2i／i／i　i　i　i／iおむひはなれがれし（是離難）形i源午　　　　　　　　　　　1 おもひほな久そむ（晃累臣ネの千二i源／　　　　　　　　　　　　，
おりみだる　（繊乱）四 i治ii／ii／i］］おもひはなれはつ（思離果）千二i源／ おむひはばかる　（毘埠）宙i源～3
お’，もの　（繊物） i　i2i　3i！3i／5i／タi　／i　i　i　i　i　iおもひ1口す（思散）四　i万1　　　　　　　　　　　1 おも　ひ19　ろ　く　　（恩ロ角）　千　二iラ原2
おリノヨる　（下．居）　エー 1　…2i　l　l　ヲi　l21／1／l　i3i　l／おもひびと　（思人）　　　　i枕2　　　　　　　　　　　　1おもひへだつ（尾隔）下引源7
おる（繊）四 ii／i／i3i＋iii7i〆i3iiiノ∫おもひほく（思惚）千二　湯1 おもひほこる（恩誇）四　椀／
おゐ　（千）L二 8i　i20i十i　3i　65i　37i／4i　i3i　i　／i　2i　∫’　‘　’　’　’　’　’　”　　　　　i 　　　　　　　　　　1おもひほる （毘惚）千二 1源6　 　 　　　　 　　‘ おもひほれゐゐ（鶏惚居）上一i源／
おれ（乙） 　　　　　　　　　l　i　　　ll　l　l l　l　力21　1 ：　：　l　l　lI　　　’ 　　1　 　1　　 ‘　　　　1　　　1　　　、　　　1　 　、　　 v　　　叱　　　、 おCひまが、∫・　（思紛）　下二iラ原6おもひまぎらはす　（思紛）四i源2
おれむの（愚番） iiiii／ii／…iiiii　　　　　　　　　　　｜おも　ひまぎる （是紛）　下二i三原　／ おもひまず（思雑）下二　鴻／　　　　　　　　　　　　1
おろが　（庖・疎）形動 　　　　　　　　i　　　　　l　I3∫i／i／3i　i／i／3／i〃i　8i　2i　i／i　i5i／おも　ひまつにrす　　（思｝纏）　四㌧原　／ お6　ひまつはる　　（戻し纏）　四iフ｝　／
おろし　（下） iiiiii6i／iiiiiiおも　Z～Lま　ど1ま3・　（思惑）　四i：万　’おもひむす　（思咽）千二　i源／　　　　　　　　　　　　1
おろし杉つ　（下江）　下二 1………／一／……一…i おもひむす1ぎほ　る　（思柔5）千二i源5おレひむすぼる　（思結）千二iプ／
おろす　（下）w 1ii1°ili2iソ∫i5i6iii…2i3i3おもひむ也ぶ　（思咽）　ρ　i源’　　　　　　　　　　　　1 おもひむつかゐ　O巳惰）胆i靖’　　　　　　　　　　　　1
お　ろ　そ　カ、　（疎）　．形動 　　　　　　　　　　　…3i／i／ii／i9…iii－／iお6ひむつぶ　（思睦）エづ源2おもひめぐらしかぬ（恩廻疋堪）昂源／
おん（恩）ヵ 1ばiii／i㍍iu㍍おもひも7いく（思行）四i源／　　　　　　　　　　　　1 お右ひ6てゆく（毘行）四瀦3　　　　　　　　　　　　1おんあい（恩党）ヵ 1…／1……………………iiiおもひむふ（田田ハΣ八ジ）四　　i万／ お杉ひもよほす　（思催）四i源2
〔注〕 69
70
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i
おんし（恩賜）カ ii！iii／iiiiiiiiI‘．．．‘IIIIv●’おもひや寸　（恩痩）　下二　i方1おもひやすむ　（思休）四　i万ノ
おんぞ（御衣）① i　　i’7i　i　ヲi〃3i　2タi　／i　　i　　i　　i　　i　　i　　　　　　　　　1おむひやむ （憧i痛）慣 　i才／　　　　　　　　　　　．おcひやりごと　（思重考・）瞬2
おんやうじ　（陰陽師）　カ 2i　i　i　i2i　3i　3i　i　i　i　i／i　il　　　　　I　　　　　‘　　　　　■　　　　　1　　　　　　　■　　　　　1　　　　　．　　　　　，　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1おん　ひゆづ’る　　（尾・譲）　四　　iラ2票　5おもひゆゐす　（恩許）四　i源5
1　：　1　：　：　　：　l　l　l　：　l　l　ll　　　　　⑯　　　　　I　　　　　l　　　　　．　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l おもZ／Lよ　リ　カマf二し（児寄i雄）約i元原2　　　　　　　　　　　1おむひよろこぶ （思喜）四i源’
1　；　l　l　l　　l　；　1　；　1　；　l　l
l　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　：　l　lおむひよわろ　（思弱）⑮　　i源5おもひわきがたし（匙ケ難）豹i源2
：　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　l　：1　　　　　↓　　　　　1　　　　　‘　　　　　1　　　　　　　■　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　‘　　　　　1 おもひわきまふ（思弁〕下二i源r　　　　　　　　　　　1おもひわく （思分）下二 i源／
l　l　l　l　l　　i　l　l　l　l　l　l　l
l　：　l　l　l　　l　l　l　l　l　：　：　1おレひわr二丁　（恩渡）　担　　i源与おもひわ’3ミる　（毘佗）　下二i万／iiiiiiiiiiiiiお勤ぶき　（趣）　　　　　　i源j　　　　　　　　　　　I 　　　　　　　　　　　1お右ぶく　（赴）千二　 i源／
：　l　l．　：　；　　：　l　l　l　l　l　l　l
：　l　l　l　l　　l　：　l　l　l　l　l　lおむほし　（恩）膨　　　　　i万十 才うも18　しし、プ　　（患』出）　千　二i源　5
l　l　l　l　l　　：　l　l　：　l　l　l　；1　　　　　L　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　1　　　　　．　　　　　‘　　　　　1　　　　　＄ おψほしいゐ　（恩入り　千二i源1お｛シ　1ま　し　う　たカv／3、　（毘影…⊃四i源　　1
：　l　l　l　l　　l　：　1　：　：　：　：　1
：　l　l　l　：　　：　1　：　l　l　l　l　lお右ほレうとむ　（毘疎）⑮iラ原’ おも13しおきつ　　（恩提）千二i》原2
l　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　l　lI　　　　‘　　　　O　　　　l　　　　I　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　●　　　　■ お6ほしか力・る　（恩掛）百i源1　　　　　　　　　　　‘ おむほし力’〈　（思掛）千二i源／
l　　l　　（　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l
l　：　：　：　l　　l　l　l　：　：　：　：　：
お　ψrま　し　ア7、し　っドく　　（思停）四i源2お6ほしかへしわぶ（毘返彬）耳源／iiiiiiiiiiiiiおψほしかへす　（思返）四i源／　　　　　　　　　　　1 おψほしくγ二す　（思朽）●i源1
1　；　1　；　l　　l　l　：　l　l　l　：　：
l　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　l　l
お　む　13　し　こ　カく　ろ　　（毘旦、）千二ら原　　／　　　　　　　　　　　1お毛ノほ　しご「だむ　　（｝琶定．）千二巨原　／
i－iiiiiiiiiiおも　ほ　し　しむ　　（恩毛に）　四　　　i源　／　　　　　　　　　　　｜ おレほししる　（毘知）四　　i源51　：　；　；　l　　l　l　l　l　l　l　l　l
l　：　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　l　lお6ほしすつ　（毘捨）千二i源4おもほしそふ　（思添）　下二i源／　　　　　　　　　　　1i．iiiiiiiiii一おもほし杉つ　（恩立）　四　　iヲ原3おんほしたつぬ　（恩尋）千司源1
：　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　l　：
：　l　l　：　1　　：　l　l　：　l　l　l　l肪ほしf坤（鵠色）千頭1　　　　　　　　　　　、おもほし杉ゆたふ　（田八ジ）wi源1
日i－　i－iiiiiお　6　［3　し　つ　づ’〈　　（思続）千二i源　　／お6ほしとる　（毘取）四　i源2
l　　l　　：　　：　　l　　l　　l　l　　l　　：　　：　　l　　l
l　l　l　：　1　　：　l　l　：　：　：　1　：おもほしなげく　（思歎）wi源十おもほしなす　（馬為）四　ii原2
：　　l　　l　　l　　l　　l　　：　　l　　l　　：　　l　　l　　：．　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　1　　　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘ お右ほしなずらふ（思準）千≒源1おもほしなやむ　（泡悩）四i源／
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